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徳万頼成遺跡は、砺波平野東部の芹谷野段丘のふもとにある遺跡です。

周囲は、古く奈良時代に東大寺領荘園が開田された場所として知られ、中
はんにゃ                         と くだ ヽヽ じ

'り
ようはんにゃののしよう

世に至っては今も「般若」の地名が残るように、徳大寺家領般若野荘が経

営されていた土地です。

このたび建設される国道 359号砺波東バイパスは、富山市と金沢市を結

ぶ大動脈として完成が待ち望まれている路線です。本来ならば国民共有の

財産である埋蔵文化財を保護すべきところですが、発掘調査をもって記録

保存する運びとなりました。

結果的に遺跡は破壊されてしまいましたが、我々に多くの情報をもたら

してくれました。

調査の成果をまとめた本書が地域の歴史資料として活用いただければ幸

いに存じます。最後になりましたが、般若地区自治振興会をはじめ、調査

にご協力いただきました関係各位に深く感謝申し上げます。

平成 23年 3月

砺波市教育

教育長
毅
舘 俊 博

△
バ



例
1.本書は、平成 21年度に実施した富山県砺波市頼成地内に所在する徳万頼成遺跡の発掘調査報告である。

1    2.調 査は、国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所の委託を受けて、砺波市教育委員会が実施した。発掘

調査は、砺波市頼成地内の一般国道 359号砺波東バイパス建設工事に先立ち、砺波市教育委員会が主体となり、

下記に業務委託し実施した。平成 21年度に本調査、平成 22年度に整理作業を実施し、報告書を作成した。

〔平成 21年度〕 株式会社上智 (富山県砺波市千代 176-1) 現場代理人 :坂田雅人

〔平成 22年度〕  同 上             現場代理人 :藤田慎一

3.調査面積及び調査期間は、下記のとおりである。

〔平成 21年度〕 面積 :407だ  現地調査期間 :2009年 7月 15日～ 2009年 8月 24日

4.調査に関するすべての資料は砺波市教育委員会で保管している。なお、遺跡の略記号は、市名と遺跡名の頭文

字 (Tonamisi Tokuman‐ Ra可。)と末尾に年度を付し「TTR… 21」 とした。

S.調査事務局は砺波市教育委員会内に置き、事務は野原大輔が担当し、事務局長白江秋広が総括した。

6.調査事務局および調査担当者は以下のとおりである。

〔平成 21年度〕 砺波市教育委員会    事務局長    戸田 保

文化財室長   清澤 康夫

文化財係長   平木 宏和

学芸員 (主任) 野原 大輔 *調査担当

〔平成 22年度〕 砺波市教育委員会    事務局長    白江 秋広

生涯学習課長  小西 清之

文化芸術係長  平木 宏和

学芸員 (主任) 野原大輔 *調査担当

7.本書の編集は野原と藤田が行い、執筆及び図版作成は野原と藤田、坂田が担当し執筆分担は各文末に記 した。

遺構写真は野原・坂田、遺物写真は野原が撮影した。

8.遺物撮影では、高岡市教育委員会の撮影スタジオをお借りすることができた。記して謝意を表したい。

9。 本書で使用している遺構の略記号は以下のとおりである。ただし、現地調査の遺構検出時点で略記号を付した

ため、本文中では略記号と遺構の性格がことなる場合があることを断っておく。

掘立柱建物― SB、 溝― SD、 土坑― SK、 ピットー SP、 性格不明遺構一 SX

10。 また、本書で使用している方位は真北で 、標高は海抜高である。

11.土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』(2001年前期版)に準拠している。

12.本文中の遺構アイコンは、考古学 solutlon遺構アイコン標準化委員会が作成したものを使用している。

13.調査期間や整理作業期間を通じて、下記の方々から多大なるご教示・ ご協力を得た。記して哀心より謝意を表

する。

佐伯安― (砺波市文化財保護審議会委員),西井龍儀 (富山考古学会)

以上、五十音順・敬称略
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1 調査に至る経緯

工早 調査と経過

1 調査に至る経緯

事前調査 埋蔵文化財の調査は、国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所 (以下、国土

交通省という。)、 砺波市土木課国道対策班、砺波市教育委員会の 3者による協議によって進め、

砺波市教育委員会が調査主体となって実施した。調査には適宜、富山県埋蔵文化財センター

の協力を得た。

埋蔵文化財包蔵地の分布調査は、庄川以西を平成 11年度、庄川以東を平成 14年に実施し、

道路工事の進捗に合わせて試掘調査と本調査を行った。平成 14年に国道 359号砺波東バイ

パスの計画路線がほぼ確定した段階で路線測量が完了したため、国土交通省と砺波市教育委

員会は埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、久泉遺跡の埋蔵文化財調査に着手した。

久泉遺跡の調査 徳万頼成遺跡の本調査に至るまでの間、平成 15年度から 17年度までの期

間で太田地区に所在する久泉遺跡の発掘調査を実施した。久泉遺跡の調査では、縄文時代の 打 製

打製石斧を多量に検出するとともに、奈良・平安期の大規模用水跡と「溝所」と考えられる 「溝

施設跡 (掘立柱建物と竪穴建物)を検出し、荘園研究に一石を投じる成果を挙げた。

徳万頼成遺跡の調査 県道新湊・庄川線までの区間の供用開始を平成 22年 3月 末とするエ

事計画に従い、埋蔵文化財調査を実施した。平成 19年 4月 に試掘調査、同年 7月 から県道

西側部分の本調査に着手した。徳万頼成遺跡と頼成川原遺跡の試掘調査を実施したところ、

徳万頼成遺跡の一部において遺構 。遺物を検出し、保護措置が必要な範囲について記録保存

のための発掘調査を行った。続いて、県道から個人住宅に接続する宅道部分の本調査を 20

年度、県道東側の交差点部分の本調査を 21年度に実施した。

(野原大輔)

石 斧

刃〒」

年 度 遺跡名
調査面積

(雷 )

時代 特 記

H10(1998)

H15(2003)

H16(2004)

H17(2005)

H19(2007)

H20(2008)

高道向島遺跡

久泉遺跡

久泉遺跡

久泉遺跡

徳万頼成遺跡

徳万頼成遺跡

1,523奈 良・鎌倉 。近世

4,100縄文・奈良・平安 。中世

2,932縄文・奈良・平安 。中世

中世の掘立柱建物や 13世紀前半と考

えられる短刀などが出土。

縄文期の打製石斧が多量出土。13～
14世紀の石組建物 (土 台建物 )と方

形土坑を検出。

縄文期の打製石斧が多量出土。古代
の大溝を検出。

4,631縄文・弥生・奈良・平安・縄文期の打製石斧が多量出土。古代

中世 。近世 の掘立柱建物と竪穴建物、大溝を検出。

2,308奈良 。平安 。中世 。近世 平安時代の杭列と道路遺構、中世の掘

293中世 。近世
立柱建物を検出。

Tab.1.1,1 国道 359号砺波東バイパスに係る埋蔵文化財調査の経過



序章 調査と経過

Fig。 1,1.1 事業予定地内の埋蔵文化財包蔵地



2 調査の方法

2 調査の方法

調査の経過  本報告書に関する現地調査は、平成 19。 20年の2カ 年に渡る調査に引き続き、平成 21年

に実施された。現地調査は7月 15日 に着手し、15ケ 月の期間を要して、8月 24日 に完了した。調査区は

県道新湊庄川線と359号バイパスとの交差部東側で旧宅地跡地である。一部 トレンチ拡張により下層面調

査を実施し、総面積は40700活をはかる。

調査方法  現地調査は、富山県埋蔵文化財本発掘調査積算基準記載の、発掘作業の工程に基づき平成

21年に実施した。試掘調査及び過年度の調査成果を基に、調査員立ち会いの下、重機による上部盛り土層

の掘削撤去を実施した。掘削土は、調査区西の359号バイパスエ事用地の一部範囲に仮置きし、調査終了

後に埋め戻しを実施した。上部盛り上撤去後に、作業員による遺物包含層除去を行い、続く遺構検出作業と

ともに遺構概略図を作成した。概略図を本に遺構の構成等を検討・確認後、半割・土層断面の記録・完掘・

写真撮影の順で作業を進めた。全体図については、空中写真測量で図化し、後に実施した下層面の図面は、

トータルステーションによる地形測量にて作図した。出土遺物の整理作業は、洗浄後、記名・分類・接合・

実演1・ トレース 。撮影までの基礎作業及び、自然科学分析を実施した。理化学的分析の詳細については、第

4章に記載する。

調査参加者  調査には、以下の方々からの協力を賜つた。記して謝意を表したい。

(坂田雅人)

加藤福蔵、坂回茂男、室田清二、東川武正、今井 隆、浦 龍三、河合良志郎、川法1久士、川辺高明、北島 修、

倉田信正、桑 克彦、根田弘成、式部 勇、柴田信行、柴田正雄、島田一郎、杉山正明、竹山 寛、長井 弘、名越誠一、鍋谷一誠、

藤井英夫、藤永静雄、松井忠明、松岡 隆、南 幸作、宮下久志、三上みち子 (以上、側砺波市シルバー人材センター)

整理作業  岡田義樹、藤田慎一、福江千英里、中山りょうこ、】閉|十泰子、中道秀樹 (以上、側上智)

調査説明 調査状況 (遺構検出)



序章 調査と経過

3 調査日誌抄

2009年 6月 29日 ～ 8月 24日

629 業務開始事前打合せ              817 遺構土層面注記、覆土サンプリング、 トレンチ

73 現地状況確認、地元挨拶、施設準備及び土工打     の上層注記、空中写真測量準備

合せ (～08)                 8.18全 体清掃、対空標識設置、空中写真測量、全景

76 基準点測量・水準点測量               写真撮影、遺構完掘撮影、調査区東壁 。南壁土

7,10工事看板設置、事務所施設設晉・機材及び備品     層断面注記

搬入 (～ ■)                  819 下位面確認 トレンチ拡張 (～ 20)

715 重機による表土掘削開始 (～ 16)         820 遺構検出状況撮影、範囲測量

716 グリッド杭設置                    トレンチ深堀、堆積土層観察

717 調査作業中止 (雨天)                 理化学的分析用サンプリング

718 調査作業中止 (雨天)              821 拡張面地形測量、現地調査終了、重機による埋

720 調査区法面整形及び排水溝掘削 (～23)         め戻し (～ 22)

721 調査作業中止 (雨天)              8.22 実測図面修正

722 人力による包含層掘削開始 (～0804)       824 埋め戻し完了、全景撮影

723 遺物出土状況の写真撮影、基本層序の確認     825 現場施設撤去開始 (～ 28)

724 調査区北壁土層堆積状況観察           828 現地調査完了

7.25 調査区東壁土層分層

726 調査作業中止 (雨天)

728 包含層掘削

729 包含層掘削

7.30 調査作業中止 (雨天)

安全講習実施

731 包含層掘削

8 1 調査作業中止 (雨天)

83 包含層掘削

8.4 包含層掘削完了、遺構検出開始 (～ H)

遺物出土状況図面作成 (～ 06)

8.5 遺構土層断面注記、調査範囲の測量

86 遺構検出、出土遺物の平面・立面実測

8,7 遺構検出、調査区及び周辺域清掃・草刈り

西壁面土止め作業

88 遺構検出、空中写真測量準備

810 調査作業中止 (雨天)

8H 遺構検出、検出状況写真撮影、 トレンチ北壁面

の土層堆積状況撮影

812 遺構掘削、調査区東壁、南壁の実測

813 遺構断面実測 。注記、 トレンチ壁面実測

4



第 2章 地理と歴史

地理的環境

徳万頼成遺跡の所在する砺波市は、富山県の西部中央にある。面積は 12696k∬ 、人口

49,500人 (平成22年 12月 末現在)で あり、東経 136度 54分～ 137度 04分、北緯 36度 33

分～ 36度 41分に位置している。

砺波市は、地形的に 3つに大別できる。(1)庄川の堆積作用によって形成された砺波平野

(庄 ,I鴨駅地)、 (2)平野と山地の間に南北に細長く存在する河岸段丘・芹谷野段丘と庄川左岸

段丘、(3)東部に射水丘陵から続く丘陵性の庄東山地で構成される。

砺波平野は、その大部分が東部を北流する庄川により形成された扇状地である。庄川扇状

地は県内の三大扇状地 (庄ナ「|・ 神通ナII・ 常願寺ナ||)に数えられ、そのなかでも最大の規模を誇る。

扇頂部である庄川町青島から扇端部である高岡市南部の湧水帯までの距離は 13～ 15km、 面

積は 146k∬ に及ぶ。源を岐阜県荘川村に発し、高岡市を経由して日本海に注ぐ。流路延長

115km、 流域面積 1180kだ、平均河床勾配 1/120～ 1/800の 規模をもつ 。庄川扇状地の勢

いに押されるようにして小矢部川は平野西端部を流れ、庄川の排水河川の役目を果たしている。

庄川扇状地には、地理学上著名な散村 (Dispersed Sctdcment)が広がっており、点在する孤立荘宅

とそれを囲む耕地が調和し、長閑な田園空間を形成している。

庄川は現在扇状地東部を北流しているが、かつて西にあった流れが時代とともに東に移動し

てきたという、いわゆる「庄川の東遷」説がある。もっとも古い主流と考えられるのは野尻川

で、中村川、新又川と移り、天正 13年 (1585)の大洪水で千保川・中田川 (庄,II)に 移り、寛

永 7年 (1630)の洪水で現在の流れとなったとみるのが定説化している。

庄川の右岸には台地がひろがり、河川作用によって形成された河成 (河岸)段丘が存在して

1 地理的環境

地 形 三 態

砺 波 平 野

庄 川扇 状地

庄  川

鸞
an―Ra#:甫

A

Tonami cny

Fig。 2,1.1 徳万頼成遺跡の位置
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いる。それ らは低位段丘、中位段丘、

高位段丘として分類することができる。

庄川町庄から宮森までには低位段丘が

存在 しており、隆起扇状地堆積物が形

成されている。頼成。権正寺。東保では、

庄川右岸に沿う帯状の自然堤防の微高

地上に集落が発達している。

高位段丘にあたる芹谷野段丘 (福岡

段丘)は、旧扇状地の右扇の一部が残

存 し段丘となったものである。南は安

川付近か ら北は大門町串田付近まで

約 10kmに 広が り、福岡周辺では海

抜 80m、 段丘崖約 30mを 測る。段丘

南部の福山の山麓丘陵地はこの段丘地

形面と同時期もしくは前後に形成され

た扇状地性の堆積層である。寛文 3年

(1663)に 庄川から芹谷野用水が引かれ、

段丘上に集落が展開した。

芹谷野の旧扇状地の東側と庄東山地

の縫合部の凹地に和田川が発達し、両

岸を侵食 して低い段丘帯を形成してお

り、和田川流域段丘帯と呼ばれる。和

田川は、牛岳の北西側山中に源を発し、

庄東山地と芹谷野段丘の間を大きく蛇

行 し、池原付近で坪野川が合流する。

流路延長 23.5km、 庄川の支流である。

昭和 43年、和田川総合開発事業によ

II■i11劇 小矢部川流政ほ地・三角州1

|‖■期 に 角州

|    1扇 状地

鯵 扇状地の薇高地帯

‖
=RT,:¶

扇状地の主な旧河道

Lrl章 J旧 扇状地 段丘

P////2山 地

―

 崖   夕

芹 谷野 段丘

Fig。 2.1.2

FF)新 療源図 (1964年 )

砺波平野周辺の地形

り和田川ダムが竣工、川が堰き止められて増山湖ができた。

庄 東 山 地  牛嶽山麓以北の丘陵性の山々は、富山県を東西に分断する射水丘陵帯の一枝群を成し、一般

に庄東山地と呼ばれる。概して谷内川・和田川の流域に含まれる地域をさす。この山地は起伏

量が少ない丘陵性小起伏山地であり、地質的には青井谷シル ト質泥岩層が基盤と/1-る 。この山

地の西北に位置する天狗山 (標高 192m)の北斜面、県民公園頼成の森の緩斜面丘陵は、南側山

地からのかつての扇状地性堆積層で構成されている。表層地質としては、砂岩を主体とする下

部と無層理青灰色泥岩を主体とする上部から成る。

マッド(Mud) 扇状地上には微高地が島状に点在し、その間を縫うように旧河道が蛇行する。そこにはマッ

ドという植土や壌土が分布し、黒土層の堆積がみられる。黒土層は、①黒ボク層で自然堤防・

中州状微高地から縁辺部に分布するもの、②湿地帯で生成される有機質層、③埋没微高地から

縁辺部で生成された黒土層で、畠地上壌化・水田土壌化したもの、の 3種に分類される。

和 田川流 域

段丘帯

Fig。2.1.3 芹谷野段丘の模式図
(砺波市史 1984よ り転載)
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Fig.2,1.4 庄川扇状地を中心とした地形分類図  11150,000
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2 歴史的環境

本遺跡を理解するために市内の歴史的環境について概観する。

十日石 器 時 代  旧石器時代の遺跡は庄ナ|1右岸の庄東山地や芹

谷野段丘に分布し、庄東山地の芹谷遺跡・池原遺跡・増山外貝喰山

遺跡・頼成D遺跡、芹谷野段丘の高沢島 I・ Ⅱ遺跡などがある。旧

石器が注意されたのは、昭和 48年頃の芹谷遺跡が初めてであり、

住蔵久雄氏の業績による。氏の発見以来、これまで 100点以上の

石器が表面採集された。それらは「立野ケ原型ナイフ形石器」と呼

ばれる鉄石英・玉髄でできた小形剥片と、濃飛流紋岩類・溶結凝灰

岩によるナイフ形石器や彫器で構成され、姶良丹沢 (AT)降灰期に

相当する。

縄 文 時 代   芹谷野段丘以東を中心として縄文遺跡が濃密

に分布する。高位段丘である芹谷野段丘では、上和田遺跡、厳照寺

遺跡、宮森新天池遺跡、宮森新北島 I遺跡、頼成新遺跡、三合遺跡

があり、中位段丘の和田川流域段丘帯には、高沢島 I・ Ⅱ遺跡、増

山遺跡などがある。福山大堤遺跡で表採された石槍は、濃飛流紋岩

類の半月形石槍で草創期に属する。

前期は宮森新北島 I遺跡、増山遺跡でわずかに出土例があるが、

県内の遺跡動態と同じく中期段階で遺跡数が増加する。芹谷野段丘

縁辺の厳照寺遺跡は、松原遺跡と並び市内の縄文遺跡として最も著

名である。名越仁風氏ら地元研究家や富山考古学会の働きかけで周

知されるようになり、栴檀野地区回場整備事業に先立ち昭和 50・

51年に試掘調査、昭和 51年に富山県埋蔵文化財センターによっ

て本調査が実施された 。出土土器群は、「厳照寺 I式・ Ⅱ式・Ⅲ式」

卜
砺ハ【働

ｎ

∴
航
鰍
⑮ 蔽絨92④∫C

埒
８

戸餞

Ａ

ＩＩ

Ｈ

餓

―――

‐――

四

Ｍ

＝

Ｖ

―

i 奥村吉信    1987
� 砺波市教育委員会 1977

「立野ヶ原石器群と米ヶ森技法J『大境』第 11号 富山考古学会

『栴檀野遺跡群予備調査概要』(富山県埋蔵文化財センター編)
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芹合遺跡の石器 I ナイフ形石器 (1～ 4 91o)割 片 (G～ 3)

猪先形尖頭器(14)     彫器か (5)

Fig。2.2.1 芹谷遺跡の石器 S‐ 1望

(砺波市史 1984よ り転載)

Fig。 2.2.2 福山大堤遺跡の石槍 S‐ 14

(砺波市史 1984よ り転載)
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Fig。 2.2.3 厳照寺遺跡の堅穴住居跡と土器



2 歴史的環境

在は新保 。新崎式に包括され扱われている。遺構では、竪六建

物跡 11棟・埋甕 1箇所 。穴などが検出され、典型的な弧状集

落であることが判明した。近接する宮森新北島 I遺跡では、厳

照寺 I式土器群と中期の竪穴建物跡 1棟を確認している。

低地では平野東部の低位段丘上に宮森遺跡、徳万遺跡、東保

石坂遺跡、東保遺跡 (東保高池遺跡)な ど芹谷野段丘を快る谷口

付近に存在する。扇状地扇央部で発見された久泉遺跡は打製石

斧を主体的に出土する遺跡である。低地における集落は未発見

であり、縄文期の遺跡動態を把握できていない。

扇状地扇頂部には中期前棄から中葉の大規模集落、松原遺跡

がある。庄川左岸の最下位段丘上にあり、遺物・遺構の質・量

ともに豊富である。竪穴建物は、方形石組炉を伴う建物や長軸

1lmを測る大型建物 (04号)な ど 10数棟が検出されている。

04号竪穴建物からは、多くと土器とともに打製石斧、磨製石斧、

石錘、擦石、石鏃が出土している。松原遺跡は土器が多く出土

し、中期前葉から中棄 (新崎式～上山田・天神山式)が主体を占める。

庄川での漁労活動で生計をなしえたこと、そして五箇山、飛

騨に抜ける交通の要衝に位置したことが大集落を形成できた

要因と考えられる。

大正 13年頃、孫子の上原地内において県内でも稀少なバ

ナナ形石器が出土している。中尾遺跡から出土した御物石器

Fig,2.2,4

は、市指定文化財となり福岡の厳照寺で保管されている。  ぅ洵″

Fig.2.2.5

弥 生 時 代 と 古 墳 時 代  弥生から古墳時代にかけては空

白の時代である。社会基盤の稲作経営移行に運動し、生活圏が湧

水帯 (扇端部)に移動したのであろう。わずかな資料として福山

大堤遺跡や安川野武士A遺跡 B地点、増山城跡出土の弥生土器が

ある。婦負郡や射水郡に連なる丘陵地帯や低位段丘上、扇状地に

点在するマッド上などに未発見の遺跡が存在する可能性がある。

古墳時代資料 としては、高沢島Ⅲ遺跡がある。古墳時代後半の

土師器の甕や高杯の一部が出土している。増山城跡内の又兵衛清

水付近から内面に刷毛目調整を施した土師器片が出土している 。 Fig。 2.2.6 松原遺跡出上の上製品 S‐ 1:5

池原には “丸山古墳"やかつて県指定史跡であった “狐塚古墳"があるが、現在古墳と見る研

究者は少ない。周辺では小矢部川左岸流域から扇端部、佐野台地に遺跡が分布する傾向にある。

平野東部は閑地である。

富山県教育委員会 1977『 富山県砺波市厳照寺遺跡緊急発掘調査概要』

富山県教育委員会 1978『富山県砺波市宮森新北島I遺跡緊急発掘調査概要』

庄川町教育委員会 1975『 富山県庄川町松原遺跡緊急発掘調査概報』

Q併 OΦ 岳Oo盆 ぎSh謂 …

松原遺跡出上の縄文土器
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奈 良 。平 安 時 代  考古学的な

空白期間ののち、市域では扇状地から段

丘上にかけて古代の遺跡が出現しはじめ

る。いずれの遺跡も8世紀後半以降であ

るのは天平 15年 (743)に発布された墾

田永年私財法に端を発し、庄川扇状地東

部に展開した四荘の東大寺領荘園 (石粟

荘・伊加流伎荘・井山荘・杵名蛭荘)の成立

に連動したものと考えられる。

芹谷野段丘縁辺の宮森新北島 I遺跡で

は、桁行 3間 ×梁間 2間、面積 32∬の

掘立柱建物が検出されている。周辺遺物

から8世紀後半頃と見られる。須恵器窯

跡群内には、増山遺跡、高沢島Ⅱ遺跡、

高沢島Ⅲ遺跡、宮新遺跡がある。平野部

において久泉遺跡以外では建物遺構を伴

十 x21

Fig,2.2.7 宮森新北島 I遺跡の掘立柱建物 S‐ 1300

う集落遺跡は未確認だが、高道向島遺跡、安川野武士遺跡、安川

山下遺跡、薬勝寺遺跡、徳万遺跡、太田遺跡、秋元窪田島遺跡、

宮村遺跡、千代遺跡、油田大坪遺跡、小杉遺跡がいずれも微高地

のマッド上に存在する。

久泉遺跡では、長大な大溝と建物遺構群が検出されている。帰

属時期は8世紀後半から9世紀前半と短い。建物は規則的に配置

された掘立柱建物 4棟と大小さまざまな規模の竪穴建物 14棟で

構成される。桁行 10mを超える掘立柱建物の規模や配置には宮
Fig。 2.2,8 高沢島Ⅱ遺跡の墨書土器 S‐ 13

i 富山県教育委員会 1978『 宮山県砺波市宮森新北島 I遺跡緊急発掘調査概要』

五 金田章裕 2007「 久泉遺跡における大溝・建物遺構の性格」『久泉遺跡発掘調査報告Ⅲ』砺波市教育委員会

4助ず

10

Fig.2.2.9 久泉遺跡の大溝と建物群 S=1500
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衡的色彩も強く、竪穴建物には鍛冶工房 と思われる建物も含まれ、単なる一般的な集落と評価

することはできない。大溝は、溝底から8世紀第Ⅲ四半期に帰属する須恵器の有台杯が出± 8世紀第Ⅲ四半期

しており、開削時期を示すと考えられる。幅 6.9～ 10m、 最深部 155m、 発掘により延長

120mを検出したが、地中レーダ探査により約 2.O kmを確認している。久泉遺跡は、東大寺領

伊加流伎荘の比定地の南西に位置しており、大溝は荘園方向に流れている。当時の水系から考

慮すると、千保川から取水し、荘園へ導水する用水路もしくは運河の可能性が考えられる。ま

た、大溝に付帯する建物遺構群は、東大寺開田絵図『神護景雲元年越中国射水郡鹿田村墾田地

図』に記載のある溝管理施設「清所」に相当する遺跡と想定される。             溝   所

荘園成立と期を同じくして芹谷野段丘上で大規模に須恵器生産を行っている。窯跡群は、射

水郡・婦負郡に隣接する芹谷野段丘から庄東山地にかけて分布し、総称して栴檀野窯跡群とい 栴檀野窯跡群

う。これまで計 16遺跡で窯が確認されており、多くは平野に面する丘陵西側斜面に立地して

いる。もっとも早く操業されたのは 8世紀第Ⅱ四半期といわれる宮森窯で、 8世紀後半から9

世紀にかけて生産が盛行し、10世紀頃に衰退期を迎えるとされる。

窯跡群は南北の二つの支群により成 り、増山支群と福山支群で構成される。増山支群は、段 増山支群と

丘縁辺に数基存在するが、大半が山地に立地し、射水丘陵窯跡群域にまで食い込むように存在 福 山 支 群

する。福山支群には著名な福山窯跡をはじめ、福山小堤窯、福山大堤窯、安川天皇窯で構成さ

れる。増山支群に比べ発見された窯跡数は少ない。

芹谷野段丘裾にある宮森窯を除いて丘陵斜面地に立地している。良質の粘土と薪木の獲得が

可能であることから、築窯条件の良い芹谷野丘陵一帯に須恵器生産地が選定されたものと思わ

れる。窯跡群内には炭焼窯も多数発見されており、燃料材となる山林資源の用役問題と密接な

関係を指摘することができる。

増山支群の宮森窯と福山支群の安川天皇窯がもっとも古く8世紀第 Ⅱ四半期に位置づけら 安川天皇窯

れ、 8世紀第Ⅲ四半期から第Ⅳ四半期にかけて増山支群の増山亀田窯、増山団子地窯、増山妙

覚寺坂窯が操業を始め、同時期には福山支群で福山窯、福

山小堤窯、福山大堤窯が操業している。 9世紀前半に入る

と、小丸山一 。二号窯が操業され、 9世紀後半から 10世

紀にかけて正権寺後島窯、増山外貝喰山窯、増山笹山窯、

東笹鎌野窯が操業をし、以後栴檀野窯跡群では須恵器生産

が衰退する。

栴檀野窯跡群が成立 した 8世紀後半は、「一郡一窯的」

体制ともいうべき律令的土器生産体制、つまり須恵器と土

師器の一体生産が確立する時期にあたる 。この窯業上の画

期は、律令国家の経済政策と運動するものであり、古代前

半期 (7世紀初頭から9世紀初頭)の手工業生産政策は行政単

位ごとの集約的な手工業センターを作ることを目指した。

砺波郡では、小矢部川左岸の安居・岩木窯跡群において7

世紀前半から須恵器生産を始めており 、その後 7世紀後

半から窯場が増加し、 8世紀代には小矢部川左岸や芹谷野

Tab.2.2.1 栴檀野窯跡群一覧

遺 跡 名 種 別   時代 編 年

即
帥
帥
卸
醐

福
山
支
群

増

山
支
群

安川天皇窯   窯   奈良

福山1号窯    窯 製鉄  奈良

福山2号窯    窯   奈良

福山小堤窯    窯   奈良

福山大堤窯    窯   奈良

宮森窯      窯   奈良

増山団子地窯  窯   奈良平安

増山妙覚寺坂窯  窯   奈良平安

増山亀田窯    窯   奈良平安

増山池ノ平等窯  窯   奈良 平安

小丸山1号窯   窯   鞍

小丸山2号窯   窯   鞍

増山外貝喰山窯  窯   奈良平安

増山赤坂窯   窯   平安

増山外法蓮山窯  窯   平安

増山笹山窯   窯   鞍

工権寺後島窯  窯   鞍

東笹鎌野1号窯  窯   鞍

東笹鎌野2号窯  窯   鞍

切 4

瑚 4

嘲 4

朗 4

9c1/4-24/4

961/4切4

8●/4/4ヽん1声

蝦 /午γ4

9c4/4

瑚 コヽ∝1声

9c4/4-4鰤 μ

M/4-l∝ 17/4

瑚 A―1031れ

計19基 (福山支群5、 増山支群14)
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段丘上に窯跡群が展開する。それまで小矢部川左岸に生産域が集中していたが、突如として砺

波平野東部に窯場が作られる。

福 山 窯  昭和 37年 7月 に砺波市史編纂委員会が中心となり、福山窯跡の発掘調査を実施した 。出土

品には水煙・屋蓋 。軸・基檀など瓦塔の一部や円面硯、土馬など特記すべき遺物があり、市指

定文化財となっている。

般 若 野 荘 鎌 倉 時 代  徳大寺家領般若野荘は平野東部に広 く展開し、現庄川両岸に沿って南は三

谷地区から北は中田地区に及ぶ広大な荘域であり、奈良時代に成立した東大寺領荘園 (伊加流伎・

石粟・井山荘)三荘を包括する。

徳大寺家は藤原北家の流れを継ぐ閑院流の出であるが、般若野荘がどのような機縁で家領と

なったのか、またいつごろ成立したか確証となる史料はない。知行国制が一般化し、縁故関係

や成功によって国守が選任され、私的人脈によって国政が普遍化していった院政期にあって、

徳大寺実台ヒ・公能父子が越中国の政務に深く関わっていることを考慮すれば、公能が越中国守

となった大治元年 (H26)頃に般若野荘の成立をみるのが妥当であろう。

徳 大 寺 家

漑 寿永の舗し  中世において般若野荘では幾度かの合戦が繰 り広げられた。治承・寿永の源平争乱では、寿

永 2年 (1183)、 般若野荘に布陣していた平盛俊は源軍の今井兼平を迎え戦ったが敗れ、退き

小矢部川原で戦ったが劣勢となり倶梨伽羅峠を越えて加賀に引き上げている。後鳥羽上皇が執

承 久 の 乱 権北条義時と敵対したことに端を発した承久の乱 では、承久 3年 (1221)鎌倉方である名越 0ヒ

条)朝時らの北陸道軍が般若野荘まで侵攻し、京方 (後鳥羽上皇方)と の合戦となった。京方は

この合戦で敗れ、軍陣に降っている。

荘園経営不振  嘉吉元年 (1441)の「薩戒記」によると徳大寺公有が越中の荘園経営の不振に陥っている。

庚永元年 (1342)に般若野荘の南にある三谷寺が鎌倉覚園寺塔頭蓮華院領となっていることや、

武家方の地頭方により押領が起こりやむなく領地を折半する (下地中分)と いう事態に起因する。

明応 3年 (1494)にあっては越中国の徳大寺家領荘園が不知行となっている。天文 14年 (1545)、

越中に下向した徳大寺実通は、知行分にて殺害される 。雄神荘の庄城 (壇城、壇ノ城)に拠る

石黒氏や神保氏、在地荘民のいずれの手によるものか不明であるが、家領荘園での混乱状況を

公卿九人塚 うかがうことができる。安川の般若山薬勝寺の南にある公卿九人塚と呼ばれる五輪塔の墓地は、

実通に関係があるのかもしれない。

荘域にある遺跡としては、東保遺跡 (東保高池遺跡)、 久泉遺跡、秋元窪田島遺跡、正権寺遺跡、

狐塚遺跡などが存在する。12世紀後半から 13世紀前半の東保遺跡 (東保高池遺跡)では土師器

が多量に出土し、墓地もしくは祭祀跡と考えられる集石状遺構が検出されている。秋元窪田島

遺跡、正権寺遺跡は、ともに 15世紀に位置付けられる。

南 北 朝 時 代  観応元年 (1350)、 室町幕府将軍足利尊氏と弟の直義の対立が激化、い

観応の擾乱 ゎゅる観応の擾乱が起こる。越中守護桃井直常は反幕府勢力として各地で幕府方と抗戦し、こ

れを鎮圧するために斯波高経が派遣された。二宮次郎左衛門入道円阿 (貞光)は、越中守護職

にあった斯波高経・義将父子に従い、各地で南朝方と戦っている。貞治 2年 (1363)の二宮円

和 田 城 阿軍忠状に「和田城」を警固した記されている。和田城は、増山城の前身とみる説や増山城に

９
色



2 歴史的環境

先立ち構築された亀山城という説がある。現在の亀山城は、戦国時代前期に修築された可能性

が高いが、郭が同心円状に配置していることや全体的な規模などから増山城より古い構造をも

つと考えられている。応安 2年 (1369)、 桃井直常が能登・加賀に攻め入り、桃井方が籠城す

る一乗寺城を幕府方の吉見勢が攻略している。吉見氏らの能登勢は、その後砺波郡の井口城、

千代ケ様城、をはじめ、新川郡の松倉城を攻めている。赤祖父川左岸にある井口城は桃井直常

に属した井口氏の拠点であり、後に一向一揆方により修築され、天正 9年 (1581)に佐々成政

により落城したと考えられる。三条山山頂に築かれた千代ケ様城は、庄城 (壇城、壇ノ城)の詰

城とみられる。寺家新屋敷は旅川右岸に位置する居館で、り

`井

直常家臣田中権左衛門貞行や子

孫の田中太郎兵衛が居住したと伝えられる。

室 町 時 代  南北朝時代末期の康暦 2年 (1380)、 越中守護は斯波氏から畠山氏に替わる。

河内・紀伊・越中の三国の守護を兼帯した畠山氏は、守護代として砺波郡の遊佐氏、射水・婦

負郡の神保氏、新川郡の椎名氏の三氏により統治する支配体制を組んだ。畠山氏支配期の 15

世紀は、中核的な居館が形成される時期であり、砺波郡では平野西部の蓮沼城が知られる。方

形単郭式の居館であり、倶利伽羅峠を越えた越中西口に位置する。冷泉為広の「越後下向日記」

に「遊佐加賀守館」として登場する。

増山城郭群の北に位置する亀山城は、放生津城に本拠を置く神保氏の支城として修築したと

考えられる。標高は城郭群内でもっとも高く射水・砺波郡内を望み、和田川によって放生津と

結ばれるという軍事的利点も大きい。

応仁元年(1467)に勃発した応仁の乱以降、越中国内も情勢が不安定となる。文明 13年 (1481)

には福光城主石黒右近光義が加賀の富樫正親と謀り、瑞泉寺を中心とする一向一揆と交戦する

事態となる (田屋ナ|1原の合戦)。 この合戦には般若野荘の百姓も参加している。以後、瑞泉寺は

要害化が進み、勝興寺に比肩する勢力を誇るようになる。また、一向一揆の萌芽期には蓮如が

越前吉崎御坊から丼波瑞泉寺へ下向、人々に多くの感化を与えている。

長享 2年 (1488)、 加賀の一向一揆が起こる。蜂起した一揆勢力は、加賀守護富樫正親を討

ち、天正 8年 (1580)織 田勢に滅ぼされるまで約百年間加賀国を支配することとなる。永正 3

年 (1506)に は北陸の一向一揆が一斉蜂起する。蓮沼城に本拠を置く守護代遊佐新右衛門慶親

が一向一揆と対決、これを帯助するため進軍した越後守護代長尾能景は、射水・婦負の守護代

神保慶宗の援護を得られず、芹谷の合戦で討死している。合戦は増山城の眼下で行われ、この

ときの軍事的緊張の高まりによって亀山城の整備が行われ、現在の姿に近い形になったと考え

られている。

能景への非協力に強い憎悪の念を抱いた子為景は、仇討ちの名分で越中に侵攻、永正 17年

(1520)の新庄の戦いで神保慶宗を自害に追い込み、自らは翌年新川郡の守護代となっている。

為景死後、天文 12年 (1543)、 神保長職は富山城を築城する。このとき富山城を中心に支城

群を展開、増山城は天文年間頃に神保長職によって構築されたと考えられる。

永禄 2年 (1559)夏以来神保・椎名両氏に反長尾の動きがあり、甲斐武田氏と結ぶ情勢があっ

た。これに応じた長尾景虎は翌永禄三年に越中に侵攻し、神保長職の籠る富山城を攻める。敗

走した神保長職は増山城に逃れたが、景虎は「越中国味方衆」を差し向けたが落城せず、景虎

亀  山 城

田屋川原の合戦

永正の一向一揆

芹 谷 の合 戦

13
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自ら増山に赴き陣を張ったが長職は城を捨て脱出し落ち延びた。その後、長職は神保家中の内証に乗じ

て上杉輝虎 (長尾景虎)と結び、永禄 11年 (1568)に本拠としていた増山城から出兵し、一向門徒を焼

き払い、討ち捕らえている。そのことに本願寺 (一向宗)は激怒し、勝興寺 (安養寺)に厳重な対処を求

めている。

越中中郡を支配してきた神保氏は、元亀 2年 (1571)頃 は放生津城・増山城などを拠点 としていたが、

越後上杉氏や一向一揆との関わりの中で権力を失いつつあり、翌年には神保長職は没している。

元亀 3年 (1572)頃、増山城には一向一揆勢が拠っていたと考えられる。

織田勢の攻撃

安土桃山時代 。江戸時代  天正 4年 (1576)に上杉謙信は、越中をほぼ制圧するに至る。増山城に

残る反上杉方の神保勢力が抗戦するも落城、謙信はさらに西に進み湯山城 (森寺城)を攻撃、翌年には

七尾城を攻略している。上杉謙信は天正 6年 (1578)に没している。

足利義昭を奉じて上洛を果たした織田信長は元亀元年 (1570)、 姉川の戦いで越前朝倉氏、北近江浅

井氏を撃破、天下布武を目指し戦国期最大の宗教的武装勢力である石山本願寺を攻撃する。織田勢の北

陸侵攻はその後、越前朝倉氏を滅亡させ、越前一向一揆勢を破り、天正 8年 (1580)に は加賀―向一揆

の拠点である金沢御堂を攻めている。織田勢の攻撃は増山城にも及び、天正 9年 (1581)に 焼き払われ、

のちに木舟城をも落としている。天正 10年 (1582)の本能寺の変で織田信長が没した後、翌年に佐々

成政が越中を平定している。天正 11年 (1583)以 降、越中統一を果たした佐々成政によって修築され

た増山城は、この時もっとも城域が広く構造的に完成していたと考えられる。天正 13年 (1585)、 前

田利家は佐々成政と交戦状態にあり、今石動城を築城して前田秀継・利秀父子に守らせている。秀継は

同年、木舟城に移るが 11月 の大地震により城が崩壊し圧死した。成政ののち、増山城は前田方の手に

渡 り、城の守将となった中川光重が退老もしくは没した慶長年間まで存続したと考えられる。中 川 光 重

(野原大輔 )
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1 基本層序の解説

第 3章 発掘 査の成果

1 基本層序の解説

今回の2009年度調査区は全体が現況で宅地であり、2007年度の耕作地、2008年度の道路

と、現況の違いから遺溝面上位の土層堆積状況に差異が認められる。そのため本稿では、あく

まで2009年度の状況のみを個々に述べてまとめておきたい。

最上層である I層は、灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)で ある。現況の宅地の盛土である。 Ⅱ層

は黄灰色粘土 (25Y5/1)で あり、少量の炭化物を含んでいる。2008年度に道路盛土の下に若

干残っていた層が対応する。Ⅲ層は上位である暗灰黄色粘土 (25Y5/2)の Ⅲ―①層と下位であ

る黄灰色粘土 (25Y4/1)の Ⅲ―②層に分けられる。Ⅲ一①層は鉄分を多く含み、Ⅲ―②層は炭

化物を微量に含んでいる。遺物は近世以降の陶磁器が少量出土している。Ⅳ層は黒褐色粘土

(25Y3/2)で ある。中世を主とする遺物を包含する層である。この層からは古代の土師器、須

恵器片、中世の土師器皿、珠洲片等が出土している。V層は黄褐色シル ト質土である。埋土中

に、直径 5～ 8cm程度の亜円礫を含んでいる。この層の上面で、遺溝が確認されていることから、

この面を中世遺溝検出面としている。2007、 2008年の調査においても、同様のシル ト質層が

確認されており、中世遺溝検出面となっている。

Ⅵ層からXⅡ 層にかけては下層遺溝の調査の際に確認された層である。Ⅵ層は上位である暗

灰黄色粘質土 (25Y5/2)の Ⅵ一①層と下位である褐色粘質土 (75Y4/6)の Ⅵ―②層に分けられる。

Ⅵ―①層は灰黄色シル ト質上を縦縞状に含み、Ⅵ一②層は灰黄色シル ト質土を縦縞、ブロック

状に含んでいる。Ⅶ層は灰黄色粘質土 (25Y6/2)で ある。上面に炭化物が多く堆積し、縦筋状

の酸化鉄分を多く含んでいる。Ⅷ層は暗灰色粘質土 (25Y5/2)で ある。粘性が強く、また酸化

鉄分を多く含む埋上である。この層の上面より、不明遺溝 1基 (SX09 03)殉 式確認されているの

で、下層遺溝の検出面と考えられる。Ⅸ層は暗オリーブ褐色粘質土 (25Y3/3)で ある。直径3

cm大の暗青灰色シル ト質土ブロックを少量含む。X層は暗オリーブ灰色粘質土 (5GY4/1)で あ

る。粘性が強い埋土である。XI層は黒色シル ト質土であり、細かい砂礫を含む層である。X

Ⅱ層は黒色砂質上である。いわゆる黒ボク層であり、庄川の西岸に位置する久泉遺跡でも確認

されており、縄文時代の年代が測定されている。このことからXⅡ 層は縄文時代に形成された

層であると考えられる。

2009年度の調査区においては、V層が上層遺溝 (中世)の検出面として、Ⅷ層が下層遺溝 (古

代以前)の検出面として形成されており、その間のⅥ層、Ⅶ層は古代から中世にかけての堆積

であり、Ⅷ層からXⅡ 層にかけては縄文時代から古代にかけて自然の営力によって形成されて

いったものと考えられる。 (坂田雅人・藤田慎―)
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《基本層序土層注記》

! 灰貢掲色粘 士(loYR 4/2)衣 |:厨

Ш 黄灰色hi■ (25V5/1)径 」～5mmの炭化物を少量含む。

Ш―①
'キ

灰 黄色粘土 は 5Y5/2)酸 化鉄分を多く含む.

Ы―② J〔灰色粘土(25Y4/1)径 3mm前後の炭化物を微壮含む。

IV単掲色粘 J(25Y3/2)中 世を ととする遣物を包含する。

V 黄褐色シルト質 に(25Y5/3)径 5～ 8cmの JE円 際を少壮含む.灰災色ンルト質 卜(25Y6/2)を縞状に含む。

Ⅵ―C'■灰黄後�i質 i(25Y5/2)灰 貢色シルト質 |:(25Y6/2)を lvf縞状に含む。

Ⅵ―② 褐色粘賓 に年 5VR 4/6)灰 黄色シルト質十 (25Y6/2)を 縦縞・ブロック状に含む。

Ⅶ 灰黄色精質土 (25V6/2)上位屈境界面に炭化物が多く堆積する.縦筋状の酸化鉄分を多く含む。

Ⅷ ‖吉灰色粘質 L(25Y5/2)粘 性強く良好に締まる。酸化鉄分を多く含む。

Ⅸ ‖士オリーブITj色粘質十 (25Y3/8)径 3cm人の時 古灰色シルト質司〈58G4/1)を プロック状に少 |と含む。

X届 暗オリーブ灰色粘質土 (5GV 1/4)粘 性強く良好に締まる。

XI層 黒色シルト質土 (5V2/1)細 かい砂礫を若千含み、X層 の粒 子をまばら1こ含む。

XΠ 層 黒色砂質 1■ (25Y2/1)細 かい砂を多く含む。径5～ 6cmの礫が混ざる。

Fig 3.1.1 基本層序模式図 S=1:40

Ш―①

XI        I
I              I

下層遺構
検出面

XI

肛―②

土層の堆積状況 (調査区東壁 I層～V層 )
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2 検出した遺溝

2 検出した遺溝

遺溝面は、上層と下層を確認 している。上層は概ね、2007年度、2008年度と同じく中世

段階 (鎌倉～室町時代)に属すると考えられる。対して下層遺溝は、試掘時に確認された炭化物

を含む層を手がかりに検出した遺溝面であり、2007年度に確認された不明遺清 (SX07 120)

が検出された面とほぼ同一であると考えられる。

遺物については、上層からのみで、古代から近代までの上器や陶磁器が出土 している。

上層遺溝  調査区の中央部でSP09-01が 1基確認されたのみである。2007年度の調査で

は、掘立柱建物や道路跡等が検出されているが、今回の調査ではこれらの遺溝が確認されな

かった。中世の段階においては荘園絵図などに荒地として表記されている部分だったのかは判

然としないが遺溝密度の薄い調査区であった。

下層遺溝  調査区の東側において、不明遺溝 (SX09 03)を 検出している。年代のわかる

遺物は出土していないが、炭化物による放射性炭素年代測定によって古代にあたる時期の年代

力ΨU明 している。

〇
∞
Ｏ
、∞
一‐

Fig.3.2.1 図 5=11200
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第 3章 発掘調査の成果

(1)穴 〔p比〕

穴 (SP09-01) 〔Fig3 2 2 PL.4〕

位   置  調査区中央部に位置し、周囲に遺溝はない。

重 複 関 係  重複関係にある遺溝はない。

規模と構造  平面形状は長軸 033m、 短軸 0.28mの 不整楕円形を呈する。遺溝検出面か

らの掘削深度はOHmを はかり、断面形状は弧状を呈する。土層は、黒色土 (25Y2/1)の 単層

で堆積している。この埋土は粘性が強く、酸化鉄の粒子を若干含む。

本遺清は遺物が出土せず、埋土中より炭化物がわずかに見られたため、放射性炭素年代測定

を企図したが分析に必要な定量に達しなかったため、測定は行えず、遺溝の時期は中世以降と

推測出来る程度である。

BA

5350m A

0                    1m①黒色土(25Y2/1)上 の粒子非常に細かくやや水気を帯びるが、

粘 性 強 く良好 に締 まる 005～ 3mmの 囲 ヒ鉄 介 をまば らに合 む     
卜

「

FFFFFFF― 卜
~~~一

一 一 一 ― 引

Fig 3.2.2  遺構実測彊コSP09-01  S=1:20

(2)不明遺溝

不明遺溝 (SX09-03) 〔Fig3 2.3 PL5〕

位   置  調査区東側に位置し、周囲に遺溝はない。

重 複 関 係  重複関係にある遺溝はない。

規模と構造  この遺溝は今回の調査で唯一下層遺溝面で検出された遺溝である。試掘調査

時の トレンチにて検出したもので、遺溝として考えられていたものである。試掘時に確認され

た層まで、周辺を掘り下げてその範囲を確認した。

平面形状は、長軸約 160m、 短軸約 150mの不整円形を呈する。遺溝検出面からの掘削深

度は005～ 0.08mを はかり、断面形状は浅い弧状を呈する。土層は黒色土 (25Y2/1)か ら暗

灰黄色土 (25Y4/2)ま での4層に分けられ、各層とも炭化材を含んでいる。

遺物の出土がないため、出土炭化材による放射性炭素年代測定の結果、7世紀中～ 8世紀中

頃および7世紀末～ 9世紀中頃に相当する暦年代を示した。2007年度調査で確認された不明

遺溝 (SX07-120)の 時期と重なり、古代の時期においても、散発的であるが生活面が形成さ

れていたことがわかる。

18



3 出土した遺物

(1)古代、中世の遺物  〔Hg3,31 PL.6〕

土 師 器  1～ 3は釜の口縁部である。 1は短い口縁部に2条の沈線をめぐらせている。2

はやや外傾ぎみに立ち上がる国縁部であり、端部の外面に面取 り状にナデを施している。3は

外傾する日縁部をもち、2と 同じく端部の外面に面取 り状にナデを施し、断面が三角形を呈す

る。1～ 3の帰属する時期ついて、口縁部のみのため正確には判 じ難いが、概ね8世紀から9

世紀の範疇であると思われる。

中世 土 師器  4は 、いわゆるへそ皿と呼ばれるものである。器面は磨耗しているが手づく

ね成形 と考えられる。15世紀～ 16世紀に帰属する。5、 6は、底部より外傾して立ち上がる

日縁をもち、6は端部に面取り状に強いナデが見られる。年代は、それぞれ 14世紀に用属する。

白   磁  7は底部のみが残存する。高台は、浅い削り出しで成形されており、粗雑なつ

くりである。釉薬は見込み部分には掛けられているが、外面は露胎である。太宰府分類のⅣ類

にあたり、H世紀後半から12世紀前半に帰属する。

珠   洲  8は壺の肩部である。外面には5条 1単位のタタキロが付されており、内面に

3 出土した遺物

B5320m

手 づ くね

太宰府分類

試掘トレンチ

了
型

5320m A

♀騒謡罰霞建ぷ鰯船昂然甥 塞筆諭激善
る 01～3mmのカーボン粒く板状,Ocm角の炭化材を含む

②黒色土(25W/1)土 壊化した炭化粒子を多く含み 上の粒子比較的あらいが

粘性強く良好にしまる lcm前後の炭化材をまばらに含む 幅2～3mmで長さ,～

3cmの団 ヒ鉄のをまばらに含む
③オリープ褐色土(25Y4/41 02～ 3mmの破碑礫かけらを多く合み、上の粒子

やや組く、やや粘性を帯び良好にしまる 01～3mmカ ーボン粉、1～3cmの炭化

材をまばらに含む 幅5mm、 長さ1～3cmの醐 ヒ鉄介をまばらに含む

④暗オリーブ褐色土(25Y3/3)土の粒子非常に細かく粘性強く良好にしまる 0
3mm前後のカーボン粒を多く含む 幅2～ 3mm、 長さ

'cm前
後の酸化鉄分をまば

らに含む
⑤黒色土(25Y2/1)土留 とした炭化粒子を多く含み 上の粒子比較的あらいが

粘性強く農好にしまる km前後の友化材をまばらに含む 幅2～ 3mmで長き1～

3cmの酸化鉄分をまばらに含む

遺構実測図 SX09-035=1:40Fig.3.23
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肥 前 系

瀬 戸 美 濃

第3章 発掘調査の成果

吉岡編年  はタタキの際の当て具痕が見られる。吉岡編年V期 と考えられ、14世紀に帰属する。9は播

鉢である。幅 1 5cm内 に5目 1単位の卸目が施されている。吉岡編年V期 と考えられ、14世紀

に帰属する。

(2)近世、近代の遺物 〔Fig3.3.1 ・332 PL6〕

陶 胎 染 付 陶   器  10は唐津の陶胎染付碗である。内面に草花文を配す。 18世紀に帰属すると考

えられる。Hは筒型碗であり、外面にはうのふ釉が掛け流されている。高取系の製品と考え

られ、18世紀に帰属する。12は長石釉が掛けられた碗である。見込み部分は馬の目状にぬぐ

われている。18世紀以降の時期と考えられる。13は折縁皿である。内面には黒釉が掛けられ、

外面は露胎で飛びガンナが施されている。産地、時期については不明である。近世以降と考え

られる。 14は灰釉の四耳壺である。器面に長石粒が目立つ。信楽系で近世以降と考えられる。

15は播鉢である。内面に錆釉が掛けられ、卸目が付されている。時期は近世以降と考えられ

る。16は植木鉢である。瀬戸産で、鉄絵で草庵が描かれている。時期は 19世紀に帰属する。

17は把手である。褐釉がかけられている。時期は近世と推測される。

磁   器  18は皿で見込みに菊花のスタンプ文が付されている。肥前系で 18世紀後半以

降に帰属する。19は内面に半菊文が描かれている。瀬戸美濃産で 19世紀後半に帰属する。20

は摺絵技法によって、松竹梅文が描かれている。瀬戸美濃産で 19世紀後半に原属する。21は

草花文が描かれている。瀬戸美濃産と考えられ、19世紀後半に帰属する。22は見込み部分に

「大 ?」 が付されている。肥前系であり、18世紀後半から 19世紀に帰属する。23は見込み部

分に「寿 ?」 が付されている。肥前系であり、18世紀後半から19世紀に帰属する。24は外

面に注連縄文が描かれている。瀬戸美濃産で 19世紀後半に帰属する。25は外面には草花文が

描かれ、見込みには「大明年製」とみられる文字が描かれる。高台裏には赤絵で印が付されて

いる。瀬戸美濃産で 19世紀後半に帰属する。26は鳥文や草文などが上絵付けされている。瀬

戸美濃産で 19世紀後半以降と考えられる。27は菊花文が描かれている。瀬戸美濃産で 19世

紀後半に帰属する。28は 急須等の蓋物である。染付で風景が描かれている。瀬戸美濃産で 19

世紀後半に帰属する。29は筒型の容器片と考えられる。近世以降のものと考えられる。30は

筒型香炉である。瀬戸美濃産で 19世紀後半以降に原属する。

(3)木製 品  〔Hg3 3 3〕

木 製 品  31～ 36は杭である。下端部を4角 ないしは5角 に面取りしたもので、加工部

分以外には樹皮が残存しており、粗雑なつくりである。時期については不明でみるが、近世以

飛びガンナ

降の時期に帰属すると考えられる。

《参考文献》

多治見市教育委員会

砺波市教育委員会

砺波市教育委員会

砺波市教育委員会

『美濃窯の焼物y

『久泉遺跡発掘調査報告書 I』

『久泉遺跡発掘調査報告書Ⅱ』

『久泉遺跡発掘調査報告書Ш』

砺波市教育委員会

富山市教育委員会

富山県文化振興財団

吉岡康暢

(藤田慎―)

『徳万頼成遺跡発掘調査報告 I』

『富山城跡発掘調査報告書』

『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告書

(遺物編)』

『中世須恵器の研究』

００９

００６

９９６

　

９９４

20



3 出土した遺物
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3 出土した遺物
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第3章 発掘調査の成果

Tab 3 3.1 遺物観察表 陶磁器類

図版
番号 出上遺清

Fig3 3 1 Ⅳ層 土師器

2Ⅳ層

3Ⅳ層

釜

土師器

釜

土師器

釜

4Ⅳ層    中世土師器

皿

5Ⅳ層    中世土師器

皿

6Ⅳ層    中世土師器

皿

7Ⅲ―②層 白磁

碗

8Ⅳ層   珠洲

壷

9表採   珠洲

播鉢

29撹舌L

10撹乱   陶胎染付  140
碗    1/12以 下

11撹乱   陶器    104
碗    5/12

12Ⅲ ―②層 陶器    98
皿    1/12以 下

13撹舌L   越中瀬戸  150
1111         3/12

14表採   陶器   92
壷    1/12

15撹舌し     陶器      279
播鉢    1/12以下

16撹乱   陶器

植木鉢

17撹乱   陶器

器高
高径指数 調整 焼 成 色 調 胎土

15     外

内

28          クト

内

外

内

286  タト 良好

内

18  188 タト

内

25   240  タト

内

24         クト
内

48          タト

内

61     外

内

20         クト
内

63         クト
内

23         クト
内

36         クト
内

76     外

内

72         タト
内

80         タト
内

67         タト
内

23         クト
内

36         タト
内

45          タト

内

40         クト
内

19     外

内

29         タト
内

33          タト

内

35     外

内

50         タト
内

53          クト

内

62         クト
内

30         タト
内

42     外

種類
器種

口径 (cm)

残存率

169
1/12以下

196
1/12以下

215
1/12以下

77
4/12

96
1/12

108
1/12

ナ デ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ロクロケズリ

施釉

タタキ

当て具痕

ロクロナデ

ロクロナデ

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

ロクロナデ

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

施釉

1 0YR8/2

1 0YR8/2

1 0YR8/3

1 0YR3/3

1 0YR8/3

1 0YR8/3

1 0YR8/2

1 0YR7/2

2 5YR7/4

2 5YR7/4

5YR7/6

5YR8/3

N8/0

並

密

密 太宰府分類Ⅳ類

密

密

唐津

高取系

的辮 普通 外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

外

内

腿

把手

Fig3 3 2   18撹舌L      磁器

皿

19表採   磁器

皿

20撹乱   磁器

碗

21撹乱   磁器

碗

22撹乱   磁器

碗

23撹乱   磁器

碗

24撹乱   磁器

碗

25撹乱   磁器

碗

26撹乱   磁器

碗

27撹乱   磁器

碗

28撹乱   磁器

急須

100
4/12

131

2/12

120
3/12

104
3/12

99
5/12

103
3/12

69
3/12

磁器    57
筒型容器? 5/12

良好

良好

良好 外 N5/0
内 N5/0

良好 クト 2 5YR8/1
内 2 5YR3/1

良好 胎± 5YR5/1

良好 胎± 10YR8/1

良好 月合」二  10YR6/2

良好 胎± 7 5YR6/4

良好 胎± 5YR8/1

良好 胎± 5YR4/1

良好 月台±  2 5YR8/2

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

胎土 N4/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

胎土 N8/0

見込みに「大」?

見込みに「寿」?

密

密 見込みに「大明年製」?

密

密

密

密

密

密

密

密

密

良好

50
12/12

70
2/12

74
3/12

69
3/12

51
5/12

37
6/12

54
2/12

125

60
4/12

52
3/12

35
12/12

38
5/12

46
8/12

43
4/12

36
12/12

良好

良好

密

密

密

密

密 信楽?

密

密

密

密

密

密

密

密

密

30撹乱    磁器

香炉    1/12以下              内 施釉

Tab 3.3.2 遺物観察表  木製品

図版番号 番号 出土遺溝 種 類
全長
(cln)

最大幅  最大厚
(cm)  (cm) 備考

Fig3 3 3  31     ふF)詈

32   Ⅳ層

33  Ⅳ層

34   Ⅳ層

35   Ⅳ層

杭

杭

杭

杭

杭

161

177
323
355
370

34   44   下端部に工具痕あり。粗雑に4角にカット。
42   41   下端部に工具痕あり。粗雑に5角にカット。樹皮を残す。
58   39   各面及び下端部に工具痕あり。粗雑に4角 にカット。
52   41   下端部に工具痕あり。粗雑に4角 にカット。

60   58   下端部に工具痕あり。粗雑に4角 にカット。樹皮を残す。
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36  Ⅳ層     杭     421    52   47   下端部に工具痕あり。粗雑に5角 にカット。樹皮を残す。
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1 遺構・堆積層の年代および古植生の検討

は じめに

富山県砺波市頼成地内に所在する徳万頼成遺跡は、庄川

扇状地扇央部の東扇側付近、現在の庄川右岸に立地する。

今回の発掘調査では、中世の遺構確認面よリピット、中世

の確認面下位より破砕した礫や炭化材が伴う高まりなどが

検出されている。

本報告では、上記した遺構や堆積層の年代、古植生およ

び植物利用、さらに、遺跡から出上した古代および中世土

師器胎土の分析を目的として、分析を実施した。

1.試料

試料は、調査区東壁およびSX09 03南 側に設定された

トレンチ西壁より採取 した土壌 と、SX09 03覆 土より採

取した土壌および炭化材、さらに、SP09-01よ り調査担当

者によって採取された土壌である。以下に、各試料の概要

を述べる。

(1)調査区東壁・SX09-03南側 トレンチ西壁

本遺跡では、発掘調査時にI～ XII層 までの基本土層が

設定されている。堆積層の観察および試料採取は、XII～

V層がSX09 03南側 トレンチ西壁、V～ I層 が調査区東壁

を対象としている。以下に、観察所見を記す。

徳万頼成遺跡 (TTR-21)で確認された堆積層の最下位は、

最大径約 5cm程度の亜角～亜円状礫が混 じる黒色砂混じ

リシル ト (XII層)である。�I層上部は、基質は類似する

が混入する砂礫の程度が少なく、相対的に泥質となる (XI

層)。 XI層上位は、下位より暗青灰色シル ト (X層 )、 暗灰

～黒灰色シル ト～粘土 (IX層 )がそれぞれ不整合に堆積す

る。IX層上位は、下位より塊状をなす青灰シル ト (VIII層 )

および褐色粘土 (VII層 )が不整合に堆積する。ⅥII層下

部には、下位のⅨ層に由来するとみられる偽礫 (径約2～

1 遺構・堆積層の年代および古植生の検討

パリノ・サーヴェイ株式会社

3cm、 亜角～亜円状)が混 じる。また、VH層上面は、後述す

るSX09-03の検出面に相当する。ⅥI層上位は、下位より

泥混じりの径 lcm前後の亜円～円状礫 (シルト岩を主体とす

る堆積岩類 (砂岩などを含む)が主体)か らなる砂礫、弱い葉

理が観察される極細粒砂、級化が認められる細粒砂～極細

粒砂混じリシル ト (VI層)が堆積する。Ⅵ層上位には、塊

状をなす青灰色シル ト～粘土 (V層)が堆積する。V層上

部は、中世の遺構確認面とされており、後述するSP09 01

が検出されている。V層上位は、遺物包含層である黒灰色

粘土 (IV層 )が不整合に堆積する。なお、Ⅳ層中の遺物出

土状況やSP09-01を埋積する堆積物との違いから、V層上

部にはSP09-01埋積物 と類似する堆積物が存在が示唆さ

れ、Ⅳ層形成に伴 う擾乱等の影響によって失われている

可能性がある。Ⅳ層上位は、近世およびそれ以降の遺物

を包含する灰色土 (III・ H層 )、 灰色砂および泥 $占土～シルト)

からなる整地・盛土 (1層)が確認される。

土壌試料は、XII層上部 (試料番号9,10)、 XI層 (試料場号8)、

X層 (試料番号7)、 IX層 (試料番号6)、 VH層上部 (試料番号5)、

Ⅵ層最下部に相当する砂礫 (試料番号4)および上部の極細

粒砂混 じリシル ト (試料番号3)、 V層 (試料番号2)、 Ⅲ層上

部 (試料番号1)よ りそれぞれ採取している。

(2)SX09-03

SX09 03は、Ⅵ層に相当する砂層下位より検出された

南南東一北北西を長軸 とする高まりである。SX09 03最

上部には、破砕したとみられる角礫の集中と炭化材が確認

され、断ち割 り調査では炭化材が混じる暗灰色泥質土 (上

層)および黒色～暗褐色泥質土 (中～下層)力式確認されてい

る。

試料は、暗灰色泥質土より採取した土壌および同堆積物

より出上 した炭化材 12点 (CWl～ 12)と 、黒色～暗褐色

25
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泥質土より採取した土壌および炭化材 5点 (CW13～ 17)で

ある。

(3)SP09-01

試料は、SP09-01の東西セクション面より採取された柱

状を呈する不撹乱土壌試料 (以下、ブロック)である。ブロッ

クの観察では、SP09 01基底が灰褐色粘土、覆土が黒色粘

土からなり、基底付近には下位の灰褐色粘土に由来すると

みられる偽礫が混じる。

これらの試料のうち、XII層上部に相当する土壌 (試料番

号9)、 SX09 03の 黒色～暗褐色泥質土より採取した炭化材

(CW13① )、 およびSP09-ol覆土 (黒色粘土)を対象に放射

性炭素年代測定を行う。また、XII層上部に相当する土壌

(試料番号9)を対象に植物珪酸体分析、SP09 01覆土 (黒色

粘土)を対象に花粉分析、植物珪酸体分析および微細物分

析、さらに、SX09 03の 黒色～暗褐色泥質土を対象に灰

像分析を行 う。SX09 03出 土炭化材については、暗灰色

泥質土および黒色～暗褐色泥質土から出土した炭化材のう

ち 10点 (CWl～ 5,8,9,12,14,15)と 、放射性炭素年代測定試

料に供 した炭化材 (CW13-1)1点の計 11点 を対象に炭化

材 (樹種)同定を行う。

/s‐ お、放射性炭素年代測定に供したSP09 01覆土 (黒色

粘土)の炭化物 (乾燥重量ρ018未満)は、測定に十分な炭素

の回収が困難と判断されたため、調査担当者の確認・了承

を経て、SX09 03よ り出土 した炭化材 (CW15)を 代替試

料としている。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

炭化材試料は、土壌や根など目的物と異なる年代を持つ

ものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗

浄などにより物理的に除去する。その後 HClに よる炭酸塩

等酸可溶成分の除去、NaOHに よる腐植酸等アルカリ可溶

成分の除去、HClに よリアルカリ処理時に生成した炭酸塩

等酸可溶成分の除去を行う (酸・アルカリ。酸処理)。 土壌試

料は、土壌中の腐植物質を測定対象とすることから、HCI

による炭酸塩等酸可溶成分の除去のみを行う (酸処理)。 試

料をバイコール管に入れ、lgの酸化銅 (II)と 銀箔 (硫化

物を除去するため)を加えて、管内を真空にして封 じきり、
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500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液

体窒素十エタノールの温度差を利用 し、真空ラインにて

C02を 精製する。真空ラインにてバイコール管に精製した

C02と 鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管

底部のみを650℃ で 10時間以上加熱 し、グラファイ トを

生成する。

化学処理後のグラフアイ ト・鉄粉混合試料を内径 lmm

の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着 し、

測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベー

スとした
14c_AMS専

用装置 (NEC Pdtttron 9SDH 2)を 使用す

る。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)

から提供されるシュウ酸 (HOX II)と バックグラウンド試

料の測定も行う。また、測定中同時に
13c/12cの

測定も行

うため、この値を用いてδ
13cを

算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期 5,568年を使用す

る。測定年代は 1,950年 を基点 とした年代 (BP)で あり、

誤差は標準偏差 (One sttma;68%)に相当する年代である。

暦 年 較 正 は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM

CALIB REV6.0 (Copyright 1986-2010h/1 Stuiver and PJ Reirner)

を用い、誤差として標準偏差 (One sigma)を 用いる。

暦年較正とは、大気中の 14c濃
度が一定で半減期が 5,568

年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度や地

球磁場の変動による大気中の 14c濃
度の変動、及び半減期

の違い (14cの半減期5,730± 40年 )を較正することである。

暦年較正に用いる放射性炭素年代 (補正年代)は、本来 10

年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログ

ラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検

討に対応するため、1年単位で表している。暦年較正結果

は、測定誤差σ、2σ (σ は統計的に真の値が68%の確率で存在

する範囲、2σ は真の値が95%の確率で存在する範囲)の値を示す。

また、表中の相対比 (確率分布)と は、 σ、2σ の範囲をそ

れぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が存在する確率

を相対的に示したものである。

(2)花粉分析

試料約 10gについて、水酸化カリウムによる泥化、師別、

重液 (臭化亜鉛 :比重23)よ る有機物の分離、フッ化水素酸

による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸9,濃硫酸1の

混合液)処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、



物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセ

リンで封入してプレパラー トを作成し、同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。花粉が多

産する試料について、木本花粉はその総数、草本花粉等は

総数から不明花粉を除いた数を基数として百分率を求め、

図示する。

(3)植物珪酸体分析・灰像分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液

分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,,ヒ重25)の順に物理・

化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これを力

バーガラス上に滴下 。乾燥させる。乾燥後、プリュウラッ

クスで封入してプレパラー トを作製する。400倍の光学顕

微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉

身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細

胞珪酸体)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、

機動糸日胞珪酸体)を、近藤 (2004)の分類に基づいて同定 。

計数する。分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラー

ト作成に用いた分析残澄量、検鏡に用いたプレパラー トの

1 遺構・堆積層の年代および古植生の検討

数や検鏡 した面積を正確に計量し、堆積物 lgあ たりの植

物珪酸体含量 (同定した数を堆積物lgあ たりの個数に換算)を

求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、各

分類群の含量は 100単位 として表示 し、100個 /g未満は

「くloo」 で表示する。各分類群の合計は各分類群の基数を

合計した後、100単位として表示する。また、各分類群の

植物珪酸体含量を図示する。

(4)微細物分析

SP09-01は 土壌 500cc、  SX09-03とよ土壌 180ccを水イこ浸

し、粒径05mmの師を通して水洗する。舗内の試料を粒

径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、ピン

セットを用いて同定可能な種実や炭化材 (主に径4mm以上)

などを抽出する。抽出された種実を双眼実体顕微鏡下で

観察する。現生標本および石川 (1994)、 中山ほか (2000)

等の図鑑との対照から、種類と部位を同定し、個数を数え

て表示する。炭化材は、70℃ 48時間乾燥後の重量と最大

径を表示する。分析後は、抽出物を種類別に容器に入れて

Tab4.1.1 放射性炭素年代測定結果

地点・層位 試料名 性状
樹種

補正年代

(yrBP)

δ13C

(%。 ) 理藤 舒  雌 翻 CO壺

TTR-21

TTR-21

TT降21

炭化材

炭化材

土壌

カエデ属

カエデ属

1,240± 30

1,310± 30

2,910± 30

SX09-03     CWV15

SX09-03   CヽV13①

XII層   サンプル 9

-2729=L043   1,270」三20   1AAA-93180

-2537± 081   1,320」三20   1AAA-92710

-1954」
=075   2,820」 =30   1AAA-92711

Tab4.1.2 暦年較正結果

試料名
補正年代

(暦年較正用)

(yrBP)

暦年較正年代 (cal) 相対比  測定機関

TT降21

SX09-03CヽV15
炭化材

cal  AD

cal  AD

σ  cal  AD

l,236■ 25      cal  AD
cal AD

2σ
  ::1 在:

AD  702  cal
AD  748  cal
AD  783  cal
AD  813  cal
AD  857  cal
AD  753  cal
AD  875  cal

1,248  0047

1,202  0447

1,167  0195

1,137  0 221  1AAA-93180

1,093  0089

1,197  0414

1,075  0586

６９４

７。７

７６５

７８８

８４４

一
６８８

７６。

―  cal

一  cal

―  cal

―  cal

―  cal

―  cal

―  cal

BP  l,256  -

BP  l,243  -

BP  l,185  -

BP  l,162  -

BP  l,106  -

BP  l,262  -

BP  l,190  -

き
09-03 CW13 1,311±
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炭化材

cal  AD

σ  cal  AD

cal  AD

2σ
  ::1 客:

662  -
702  -

748  -

656  -

738  -

cal

cal

cal

cal

cal

６９４

７。６

７６５

一
７２５

７７‐

Ｄ

Ｄ

Ｄ

一
Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

一
Ａ

Ａ

cal  BP  l,288  -

cal  BP  l,248  -

cal  BP  l,202  -

cal  BP  l,294  -

cal  BP  l,212  -

1,256  0657

1,244  0049

1,185  0 293  1AAA-92710

1,225  0712

1,179  0288

TTR-21
XII層 サンプル9 2,914± 28
土壌 (黒色泥質土)

cal  BC  l,190

σ   cal  BC  l,159

cal  BC  l,131

2σ
  ::|  ::  ||:|!

BC  l,178

BC  l,144

BC  l,048

BC  l,244

BC  l,012

BP  3,140  -

BP  3,109  -

BP  3,081  -

BP  3,199  -

BP  3,162  -

―  cal

―  cal

―  cal

―  cal

―  cal

封

詞

測

一
ａｌ

創

3,128  0091

3,094  0107
2,998  0 803  1AAA-92711

3,194  0007
2,962  0993
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保管する。また、種実は、70%程度のエタノール溶液で

液浸し、保管する。

(5)樹種同定

試料を自然乾燥させた後、木国 (横断面)・ 柾目(放射断面)。

板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡お

よび走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観

察し、その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研

究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定

する。なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)

やWheeler他 (1998)を参考にする。また、日本産木材の

組織配列は、林 (1991)や 伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)

を参考にする。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

�I層 およびSX09-03よ り出土 した炭化材の同位体効

果による補正を行った測定結果 (補正年代)は、SX09 03

CW15が 1,240」L30yrBP、  SX09-03 CW13①  が 1,310±

30yrBP、 XII層 (サ ンプル9;黒色砂混じリシルト)が 2,910

±30yrBPを 示す (表 1)。 これらの補正年代に基づ く暦年

Radめ cabon ttevs Cttbaled A9e RadbcOfbon ttevs Cttbぬ 値d A9e

cal∝

28

Fig4.1.1 較正曲線図 (参考)



Tab4.1,3 花粉分析結果

1 遺構・堆積層の年代および古植生の検討

木本花粉

イ
チ
イ
科

|

イ
ヌ
ガ
ヤ

層悩1些 卑科 サ

干歩 ヵハ  唇〒上場夢

分類群
SP09-01

覆土サンプル

木本花粉

モミ属

ツガ属

マツ属

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

サワグルミ属

クルミ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

ニレ属―ケヤキ属

草本花粉

イネ属

他のイネ科

カヤツリグサ科

ヨモギ属

不明花粉

シダ類胞子

他のシダ類胞子

4

6

26

1

43

1

1

1

1

1

10

4

2

拿警會ぞ哲書 旨ζttζ 4g

較正結果 (測 定誤差σ)は、SX09 03 CW15が calAD694-

calAD857、 SX3 CW13煙D 力式calAD662-calAD765、 XHチ吾

(サ ンプル9)が calBC l,190-calBC l,048で あ る (Tab4■ 2,

Fig 4 1 1)。

(2)花粉分析

結果をTab4 1 3、 Fig4.12に 示す。SP09 01覆土は、花

粉化石の保存状態は非常に悪い。分析残澄はほとんどが微

粒炭であり、プレパラー ト内の花粉化石の密度も低い。花

粉化石群集は、木本花粉では針棄樹花粉が多く検出され、

マツ属とスギ属が多産し、モミ属やツガ属を伴う。広葉樹

花粉は、ブナ属やコナラ亜属、ニレ属―ケヤキ属などが検

出される。一方、草本花粉は、イネ科、カヤツリグサ科、

ヨモギ属等が検出され、イネ科花粉中には少量ながらイネ

属花粉が含まれる。シダ類胞子は、全体の30%以上を占

SP09 01卜
芸 ,「卜 仁卜T仁卜け昨 部膨Ⅲ規

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は

総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。●○は

1%未満を示す。

Fig4 1 2 花粉化石群集

機動細胞珪酸体

3222222  2222   4 8   **:多 い

(x103個/g)***:非 常に多い

堆積物 lgあた りに換算 した個数を示す。●は100個/g未満を示す。植物珪酸体

以外に検出されたものの産状を 「その他」 として *で示す。

Tab4 1.3 植物珪酸体含量の層位的変化

める。

(3)植物珪酸体分析 。灰像分析

結果をTab4 1 4、  Fig4 1 3とこ不す。 各試料からは植靱 圭

酸体が検出されるが、保存状態が悪く、表面に多数の小孔

(溶食痕)が認められる。以下に、試料毎に産状を述べる。

1)基本土層 XII層

�I層 (サ ンプル9;黒色砂混じリシルト)の植物珪酸体含量

は約 5,200個 /gで ある。検出された分類群は少なく、ス

スキ属を含むウシクサ族等が確認される程度である。組織

片や栽培種および栽培種を含む分類群は検出されない。

2)SP09-01

SP09 01覆上の植物珪酸体含量は約 11万個/8で ある。

栽培種のイネ属が検出され、その含量は短細胞珪酸体が

約 100個 /g、 機動細胞珪酸体が約 700個 /8で ある。栽培

3

30

4
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科
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属

不
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草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計 (不明を除く)
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第4章 理化学的分析の成果

種を除く分類群では、タケ亜科やススキ属を含むウシクサ

族、イチゴツナギ亜科等が検出される。これらの分類群で

は、概してススキ属の含量が高い。

3)SX09-03

SX09 03の黒色～暗褐色泥質土 (中 ～下層)の植物珪酸

体含量は約 800個 /gで ある。タケ亜科がわずかに検出さ

れたのみである。なお、本試料では、組織片は検出されな

かったが、珪藻殻片や海綿骨針がみられ、珪藻殻片には第

Tab4 1.4 植物珪酸体含量     (個 /R)

SP09 01  SXo9 03  基本土層
覆土  黒色～暗褐色  XII層

サンプル  泥質土  サンプル9

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

三紀絶滅種の海水生種であるAcと ,nο 9cιttS属 などが確認さ

イ■る。

(4)微細物分析

結果をTab4 1 5に示す。SP09 01覆土 (500cc)か らは、

炭化した栽培種のイネの穎破片 1個、水生植物のオモダカ

科の種子 1個、炭化材001g未満 (最大径4mm)、 不明炭化

物 4個、昆虫3個が検出された。一方、SX09 03(黒色～暗

褐色泥質土)か らは、炭化材 143g(最大径273mm)検 出さ

れたのみで、種実は確認されなかった。分析残湾は、高師

小僧 (褐鉄鉱)が確認された。以下に、検出された種実の

形態的特徴を記す。

・オモダカ科 (Alismataceae)

種子が検出された。淡褐色、長さ 19mm、 幅09mm程

度の倒U字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は薄く膜状で

柔らかい。表面には縦長の微細な網目模様が配列する。

・イネ (0呼za sat� a L)イ ネ科イネ属

穎 (果 )の破片が検出された。破片は大きさ lmm程

度。炭化 してお り黒色。完形ならば、長さ67.5mm、 幅

34mm、 厚さ2mm程度のやや偏平な長楕円体。基部に斜

切状円柱形の果実序柄と1対の護穎を有し、その上に外穎

(護穎)と 内穎がある。外穎は5脈、内穎は3脈をもち、共

に舟形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成

する。果皮は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。

破片は大きさ lmm程度。

(5)樹種同定

結果をTab4,16と こ示す。SX09-03か ら出土 した炭化材

は、1点を除いてすべて落葉広葉樹のカエデ属に同定さ

ウシクサ族ススキ属

イナゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

100

100

1,400

<100

2,300

400

800

(100

(100

200

600

1,900

400

1,500不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪駿体

イネ族イネ属

タケ亜科

ウシクサ族

不明

０

　

０

．
　

．
　

５。

　

３。

０

　

　

０

０

　

　

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

２

０

９

合  計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総 計

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

５

　

５

　

０

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

３

　

４

　

８

その他 *

珪藻殻片

海綿骨針

Tab4.1.5 微細物分析結果

SP09-01      SXo9-03

覆土サンプル 黒弓轟薬♂
色

れ、幹材 と根材が認め られ

た。なお、CW8は 道管が認

められたことから広葉樹と判

断され、僅かに見られる道管

および周囲の特徴はカエデ属

に似る。ただし、微細片で道

管配列が観察できなかったこ

とから、種類の特定には至ら

ない。以下に、同定された各

分類群の解剖¥的特徴等を記

す。

備考

分類群

オモダカ科

イネ

不明炭化物

炭化材

１
２
４
如
４。。

炭

炭

炭

形

片

片

片

完

破

破

破

隣
穎

143

2730
igI

ImmI最 大径

片

片

破

破

虫

明

昆

不

3

1

425 4628 lgl,高師小僧 (褐鉄鉱)含む

ＣＣ
　
瀾
ｐ

０。
　
弱

180

22451

30



Tab4 1 6 樹種同定結果

CヽVl カエデ属  部位不明 (節部分)

1 遺構・堆積層の年代および古植生の検討

比較的粗粒な堆積物 (VI層 )が確認され

た点で異なる。SX09-03南 狽1ト レンチ

東側では、ⅥI層相当より砂礫 併田粒砂～

極糸田粒砂および細礫)を埋積物 とする下に

凸の堆積構造が認められ、側方に連続す

る状況が確認されている。 このことか

ら、Ⅵ層は当 トレンチ周辺に確認され

る局所的な堆積層と理解される。

また、上述したTT酵 19東側掘削坑に

確認された黒色砂混じり泥質土を対象と

した自然科学分析調査では、縄文時代晩

遺構・層位 備考

CヽV2 カエデ属 部位不明 (節部分)

カエデ属 不明

CVげ4 カエデ属 根
暗灰色泥質土

Cヽ Fヽ5-1 カエデ属 幹/枝

SX09-03 CWV8

CW9 カエデ属 幹/枝

CW12 カエデ属 幹/枝

CW13 1* カエデ属  根

黒色～暗褐色泥質土 CW14 カエデ属 根

CW15*  カエデ属  根

径約 l cm

径約 1 2cm

*放射性炭素年代測定試料

・カエデ属 ac9r)ヵェデ科

<幹材>

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単

独または23個が複合して散在し、年輪界に向かって管径

を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状

に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同

性、14細胞幅、130細胞高。木繊維が木口面において不

規則な紋様をなす。

<根材>

散孔材で、幹材に比較して道管径が大きく、単独または

25個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は

対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、1-4細胞幅、130細胞高。木繊維が木口

面において不規則な紋様をなす。樹芯部に髄が認められな

い。

4.考察

(1)� I層の年代と古環境

今回の発掘調査区 (TT降21)は、平成 19年度の発掘調査

区 (TTR-19)の 北東に位置する。TTR 19の 東側掘削坑基

底の礫支持の砂礫層から中世の遺構確認面までの堆積層に

おいて、下位より青灰色泥混 じり砂 舘田粒砂～極細粒砂)質

土および黒色砂混じり泥質土、黒色の砂混じり粘土～シル

ト、青灰色粘土～シル ト、黒灰色粘土～シル ト、暗灰色粘

土～シル ト、黄灰 (白)色粘土～シル トが確認されている。

本調査区の堆積層と比較すると、黒色土層上位に、泥質な

堆積物が不整合で堆積する状況は類似する一方、本地点の

期 (caBc973 c』BC850)頃 の暦年代が得られている。また、

植物珪酸体分析では、タケ亜科やヨシ属、ススキ属を含む

ウスクサ属などが検出され、ススキ属の含量が高いという

特徴が確認されている。

今回の調査では、XШ層 (サ ンプル9;黒色砂混じリシルト)

よ りcalBC l,190～ calBC l,012と いう暦年代が確認 され

た。このことから、TTR-19東側掘削坑の黒色砂混 じり泥

質土と概ね同時期の堆積物と推定される。また、同層の植

物珪酸体含量は上述 した試料 (約 28万個/g)と 比較 して含

量が低いが、ススキ属を含むウシクサ族の含量が高いとい

う特徴から、周囲はススキ属が生育するような比較的乾い

た環境であったことが推定される。

(2)SX09-03

SX09 03で は、出土炭化材のうち不明とされた 1点を除

き、すべて落葉広棄樹のカエデ属であった。また、SX09

03か ら出土 した炭化材 (カ エデ属)は、7世紀中～ 8世紀

中頃および7世紀末～ 9世紀中頃に相当する暦年代を示 し

た。

試料に供した炭化材や対象外とした炭化材の外観および

組織観察では、幹 。枝に由来する破片と小径の芯持状を呈

する根材が確認された。確認された部位と層位の関係で

は、上層は幹 。枝の破片が多いのに対し、中～下層は根材

という傾向が看取される。なお、植物珪酸体分析および微

細物分析では、イネ科植物が燃焼した後の炭化物や灰によ

く見られる珪化組織片や種実は全 く認められなかった。

上記 した結果から、SX09-03覆 土中には炭化初以外の

炭化物および組織片等の灰化物は含まれず、検出された炭

つ
０



第4章 理化学的分析の成果

化材は同一の分類群からなり、幹・枝および根材から構成

されることが明らかとなった。なお、カエデ属は、二次林

や河畔林に普通に見られる種類である。これらの点を考慮

すると、当遺構より検出された炭化材は、近傍に生育した

樹木を利用した、あるいは、その場に生育した樹木が燃焼

したことなどが推定される。

ところで、同堆積物中からは、珪藻殻片や海面骨針が検

出された。珪藻殻片には第二紀絶滅種の海水生種である

ActtnOり Л縣属が確認されたことや、上述したTTR 19に お

ける珪藻分析結果でも同様の分類群が確認されていること

から、後背の地質に由来するものと推定される。

(3)SP09-01

SP09 01覆上の花粉化石群集は、針葉樹のマツ属とスギ

属が優占し、針葉樹のモミ属、ツガ属、落葉広葉樹のブナ

属等が検出された。また、草本花粉では、イネ属を含むイ

ネ科が多産する。同試料の植物珪酸体分析では、栽培種の

イネ属が検出されたほか、タケ亜科やススキ属、イチゴツ

ナギ亜科等が認められた。

以上の結果から、周囲にはマツの二次林が見られたこと

が推定される。また、スギは、適湿地を好むことや杉沢の

沢スギ (入善町)等の分布を参考とすると、周囲の扇状地

扇端部にスギ林が分布した可能性がある。モミ属やツガ属

は、扇状地上あるいは山地斜面でモミ・ツガ林を形成する。

広葉樹花粉で多産したブナ属は、山地において落葉広葉樹

林を構成する分類群であり、後背の丘陵や山地の植生を反

映していると考えられる。また、少ないながら検出された

ハンノキ属、クルミ属、サワグルミ属には河畔林や湿地林

を構成する種類が含まれる。このことから、周囲の河道沿

いで河畔林や湿地林を構成していたことが推定される。

遺跡周辺では、明るく開けた場所などにイネ科やカヤツ

リグサ科、ヨモギ属などの人里植物が草地を形成していた

とみられ、同様に植物珪酸体で検出されたタケ亜科やスス

キ属なども明るく開けた場所に生育する種類が多いことか

ら、周囲に生育していたと考えられる。

ところで、上述 したTTR-19の 自然科学分析調査では、

各遺構埋積物より検出された大型植物化石の放射性炭素年

代沢1定結果に基づく暦年代を指標として、花粉化石群集お

よび植物珪酸体含量の層位的変化が検討されている。これ

によれば、SP09 olで得られた花粉化石群集は、中世頃の

暦年代を示したSD07 19の それと類似することが指摘さ

れる。

また、花粉分析、植物珪酸体分析では、栽培種のイネに

由来する花粉および植物珪酸体が検出されたほか、微細物

分析結果においても炭化 したイネの穎の破片が検出され

た。このことから、SPO餅01埋積過程においてイネの栽培

や利用が示唆される。ただし、検出された花粉化石、植物

珪酸体および種実は、いずれも僅かであるため、本遺跡に

おける稲作の可能性を言及することは困難である。

つ
る

つ
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Fig4.14 花粉化石・種実遺体
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1モミ属(SP09 01;覆土サンプル)

3スギ属(SP09 01:覆土サンプル)

5イネ科(SP09 01i覆土サンプル)

7シダ類胞子(SP09,01;覆土サンプル)

9イネ穎(SP09 01;覆土サンプル)

Fig4.1,5 植物珪酸体

1 遺構・堆積層の年代および古植生の検討

50■ m lmm

ー
(8,9)(2-6)

(3-8)

１

２

L
鰹

J6

1ススキ属短細胞珪酸体(SP09 01i覆土サンプル)

3イネ属機動細胞珪酸体(SP09 01;覆 土サンプル)

5ウンクサ族機動細胞珪酸体(SP09 011覆 土サンプル)

7珪藻殻片(SX09 03)

(1,2)

2ススキ属短細胞珪酸体 (XII層 や)

4タケ亜科機動細胞珪酸体(SX09 03)

6ウシクサ族機動細胞珪酸体 (XII tt p)

8海綿骨針(SX09 03)

7       日|||1日 iととと呂LIIII
(1、 7)

2マツ属(SP09 01;覆土サンプル)

4クルミ属(SP09 01:覆 土サンプル)

6カヤツリグサ科(SP09 01:覆 土サンプル)

8オモダカ科種子(SP09 01i覆土サンプル)

50,m
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第4章 理化学的分析の成果

Fig4.1.6 炭化材

■■■■■■■■■■200μ m:a,d

200μ m:b,c

1カエデ鳳〈幹 。枝〉(SX09 03,CW7)
2カエデ属〈根〉(SX09 03;CW13 1)

a木回,&柾目 ,α 板目 ,と 樹芯部
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2 古代および中世土師器の胎土分析

1.試料

試料は、徳万頼成遺跡より出土した土師器 13点である。

その内訳は、古代 (8～ 9世紀)と される土師器釜が3点、

古代 (10～ 11世紀)と される土師器皿が 1点、中世の 14世

紀とされる土師器皿と15世紀とされる土師器皿が各 4点

ずつ、中世の 16世紀 とされる土師器皿が 1点である。な

お、本分析では、比較対照試料として、上述した基本土層

ⅥI層 (サ ンプル5)を選択し、後述する薄片作製観察を行う。

分析に供した試料の詳細をTab4 2 1に 示す。

2.分析方法

これまでに当社では、富山県下の遺跡から出土した土器

の胎土分析には、主として薄片観察法、重鉱物分析および

蛍光X線分析の3方法を併用した調査を行っている。今回

の分析では、薄片観察 と蛍光X線分析の2方法を用いる。

以下に各分析法の手順を述べる。

(1)薄片作製観察

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断し、

正確に0 03mmの 厚さに研磨して作製する。薄片は、偏光

顕微鏡による岩石学的な手法を用いて観察し、胎土中に含

まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成を明らかと

する。

データの呈示は、松田ほか (1999)が 示した仕様に従う。

砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて05mm間隔

で移動させ、細礫～中粒シル トまでの粒子をポイント法に

より200個 あるいはプレパラー ト全面で行 う。また、同

時に孔隙と基質のポイントも計数する。これらの結果か

ら、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の3次元棒グ

ラフ、砂粒の粒径組成ヒス トグラム、孔隙・砂粒・基質の

割合を示す棒グラフを呈示する。

さらに、本分析では、各試料について、薄片下で観察さ

れる特徴的な砕屑物を適宜選択して、写真撮影を行い、図

版として呈示する。

(2)蛍光X線分析

波長分散型蛍光X線装置を用いたガラスビー ド法による

成した。

溶融装置

溶剤及び希釈率

剥離斉U

溶融温度

4)測定条件

X線管

スペクトル

分光結晶

検出器

計数時間

2 古代および中世土師器の胎土分析

定量分析を行う。

1)測定元素

演1矢こラ屯5薇 は Si02ヽ A1203ヽ T102ヽ Fe203ヽ  K/1nO、 �[gO、

CaO、 Na20ヽ K20ヽ P205の 主要 10元素およびLOIと 、Rb、

Sr、 Zr、 Baの微量 4元素である。

2)装置

理学電機工業社製RIX1000(FP法 のグループ定量プログラ

ム)

3)試料調製

試料を振動 ミル (平工製作所製Tl100 i 10ml容 タングステン

カーバイト容器)で微粉砕 し、 105℃で4時間乾燥させる。

この微粉砕試料について、ガラスビー トを以下の条件で作

自動剥離機構付理学電機工業社製高周

波ビー トサンプラー (3491Al)

融剤 (ホ ウ酸リチウム)5 000g i試 料

0.5008

LiI(溶 融中1回投入)

1200℃ 約 7分

Cr(50Kv 50mA)

全元素 Kα

LiF,PET,TAP,Ge

F―PC,SC

PeaK40sec,Back20sec

3.結果

(1)薄片観察

観察結果をTab4 2 2～ Tab4.2,3、 Fig4 2 1、 422に示す。

各試料で計数された鉱物片および岩石片の種類構成は、ほ

とんどの試料で互いに類似する。すなわち、鉱物片では石

英が最も多く、次いで斜長石がやや多く、少量のカリ長石

を伴い、試料によっては微量の角閃石などを含む¢一方、

試料No 9は 、斜長石が多く、石英はカリ長石と同程度に少

量である。岩石片は、古代とされた試料には比較的多く含
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第4章 理化学的分析の成果

Tab4.2.1 胎上分析試料一覧

表面観察所見
器種種別駆

麟
闊
血

謝
血

Cr  遺構
砂粒の状況など色調 (表 /裏 )

1    9   TTR-19

2   26  TTR-19

3   43  TTR-20

4   46  TT降 20

5   47  TT滓 20

6   48  TT砕 20

7   57  TT砕 19

8   60  TTR-19

9   61   TTR-19

10   5   TTR-21

11   3   TTR-21

12   4   TT砕 21

13   6   TTR-21

ごず珂拠)TT鷺
21

H4  SX92

SX120

H6         4

H5        4-2

G4          4-1

G5          4-1

H4         Ⅱ

F4            Ⅱ

E6           Ⅱ

G10          いデ

H4         ふF

C10

H10        Ⅳ

(£今す属壁) Ⅶ

に ぶ い 橙 (7 5YR7/4)/浅 黄 橙

(7 5YR8/3)

|こ 要ドいネB (7 5YR4/3)/に 要ドい争資本豊

(10YR7/3)

淡橙 (5YR3/3)/灰 白 (10YR8/1)

灰白 (7 5YR8/1)/灰白 (7 5YR8/1)

灰白 (7 5YR8/2)/灰白 (7 5YR8/1)

灰白 (7 5YR8/1)/灰白 (7 5YR8/1)

灰白 (10YR8/2)～浅責橙 (7 5YR8/3/
灰白 (10YR8/2)～浅黄橙 (7 5YR3/3)

褐灰 (10YR4/1)/浅 黄橙 (10YR3/3)

明赤褐 (2 5YR5/6)/橙 (2 5YR6/6)

淡 赤 橙 (2 5YR7/4)/淡 赤 橙

(2 5YR7/4)

灰白 (7 5YR8/2)/浅 黄橙 (7 5YR8/3)

灰黄褐 (10YR6/2)/灰 黄褐 (10YR6/2)

浅 黄 橙 (7 5YR8/3)/浅 黄 橙

(7 5YR8/3)

灰黄掲 (10YR6/2)

径約 lmmの灰白色岩片微量、極細

砂径石英粒少量含む。

径約 lmmの灰白色岩片微量、径
05mm以下の白色粒微量含む。

径約 lmmの暗灰色岩片極めて微

量、極細砂径石英粒微量含む。

径05mm以 下の有色鉱物結晶極め
て微量含む。

砂粒見られず

極細砂径石英粒極めて微量含む。

砂粒見られず

砂粒見られず

極細砂径石英粒極めて微量含む。

砂粒見られず

砂粒見られず

極細砂径石英粒極めて微量含む。

径約 lmm白色岩片極めて微量含
む 。

シル ト質粘土

土師器   釜

土師器   釜

中世土師器  皿

中世土師器  皿

中世土師器  皿

中世土師器  皿

中世土師器  皿

中世土師器  皿

土師器   皿

中世土師器  皿

土師器   釜

中世土師器  皿

中世土師器  皿

土壌    ―

古代

8～ 9世紀

14世紀

14世紀

14世紀

15世紀

14世紀 ?

15世紀

10～ 11世紀

14世紀

8～ 9世紀 ?

15～ 16世紀

14世紀

まれるが、中世土師器皿では微量含まれる程度である。各

試料に認められる岩石片は、多結晶石英以外では、堆積岩

類であるチャー トと頁岩、火砕岩および火山岩である凝灰

岩、流紋岩・デイサイ ト、安山岩、深成岩である花南岩

類である。これらのうち、凝灰岩と流紋岩・デイサイ トは

結晶質であり、古第三紀または中生代の古期岩類に由来す

る岩質を示し、安山岩は新鮮な第四紀火山に由来するもの

と、変質 した新第二系に由来するものの両者が認められ

た。後述するように、中世土師器皿は全体的に砂粒の計数

量が少なく、特に岩石片は微量なため、多くの種類が混在

することはあまりない。試料No 12で は、岩石片はチャー

トのみであるが、それ以外の中世土師器皿には、チャー ト

と多結晶石英が含まれており、試料によっては頁岩や凝灰

岩、流紋岩・デイサイ トおよび花聞岩類が計数されている。

なお、対照試料とした土壌試料中からは、中粒シル ト以上

の砕屑物が極めて微量しか含まれておらず、石英、斜長石、

不透明鉱物、凝灰岩の各鉱物片・岩石片が確認された。

粒径組成は、試料によってモー ドとなる粒径と2番目に

割合の高い粒径が異なる。今回の試料で認められた粒径組

36

成は以下の通りである。

1)中粒砂をモー ドとし、次いで粗粒砂が多い (試料No 2)

2)中粒砂をモー ドとし、次いで細粒砂が多い (試料No 13)

3)細粒砂をモー ドとし、次いで極細粒砂が多 く、粗粒砂

も同程度に多い (試料No l)

4)細粒砂をモー ドとし、次いで極細粒砂が多い (試料No

3,8,10,11)

5)細粒砂をモー ドとし、次いで粗粒シル トが多い (試料No

4,5,9)

6)粗粒シル トをモー ドとする (試料No 6,7,12)

砕屑物・基質・孔隙の割合 は、砕屑物の割合が 10%

以上 20%未満の試料 と、10%未満の試料 とに分類 され

る。前者は、古代土師器釜の 3点 と中世土師器皿の試料

No 6,8,10,13の 計 7点 であ り、後者は、古代土師器皿の

No 9と 中世土師器皿の試料 No 4,5,7,9,12の 計 6点である。

(2)蛍光X線分析

結果をTab4 2 5に示す。ここでは試料間の組成を比較

する方法として、以下に示す元素を選択し、それらの値を

縦軸・横軸とした散布図を作成した (Rg4 2 6)。



2 古代および中世土師器の胎土分析

Tab4.2,2 薄片観察結果 (1)

試
料
血

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

合 計

鉱 物 片 岩 石 片 の他

石
英

カ
リ
長

石

斜
長
石

単
斜
輝

石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

凝

灰
岩

流
紋
岩
・デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

多
結
晶
石
英

花
蘭
岩
類

珪
長
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

脈

石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

ユ

砂

細礫 0

極粗粒砂 1 1

粗粒砂 1 l 3 4 4 1 5 〕 l

中粒砂 5 2 1 3 3 4 〕

細粒砂 1 2 1 2 I 2 1 3

極細粒砂 1 5 1 1 3

粗粒シルト 9 3

中粒シアレト 3 1 4

基質

孔隙

2

砂

細礫 0

極粗粒砂 1 l 1 3

粗粒砂 6 2 5 2 1 5 2 2

中粒砂 17 2 3 3 ユ 7 1 I

細粒砂 7 2 1 1 2 2

極細粒砂 1 1 4

粗粒シル ト 3 2 5

中粒シル ト 3 3

基質 375

孔 隙 ll

3

砂

細礫 0

極粗粒砂 0

粗粒 砂 1 1 1 3

中粒砂 3 l 1 l 6

細粒砂 9 I
1電

極細粒砂 1 1 I

粗粒シルト 4 4

中粒シルト 5 5

基質

孔 隙 17

電

砂

不日程果 0

極粗粒砂 0

粗粒砂 0

中粒砂 | 1 l 1 1 5

細粒砂 5 1 1 1

極細粒砂 2 2 I

粗粒シル ト 6 1 7

中粒シアレト l
I

基質

孔 隙 17

5

砂

細 礫 0

極粗粒砂 1
1

粗粒砂 0

中粒砂 l I
2

細粒砂 1 3 2 1 I 2

極細粒砂 1 2 I
9

粗粒シル ト 2 3

中粒シルト 2 2

基 質 392

孔隙

6

砂

細礫 0

極粗粒砂 0

粗粒砂 I
l

中粒砂 3 1 1 5

細粒砂 1 2

極細粒砂 8 2 ユ 2 1

粗粒シル ト 9

中粒 シ ,レ ト 3 8

基質

孔 隙
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第 4章 理化学的分析の成果

Tab4.2.3 薄片観察結果 (2)

試
料
ｈ

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

合計

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜

長
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
廉
石

白

雲

母

不
透
明
鉱
物

チ

ヤ
ー
ト

頁
岩

凝
灰
岩

流
紋
岩

・デ

イ
サ

イ
ト

安
山
岩

多
結
晶
石
英

花
南
岩
類

珪
長
岩

ホ
ル
ン
フ
エ
ル
ス

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

7

砂

細礫 0

極粗粒砂 0

粗粒砂 0

中粒砂 I 1
l 3

細粒砂 5 ユ 6

極細粒砂 7 3 1 11

粗粒シル ト 12 3 4 1

中粒シル ト l 1 2

基質 435

孔隙 t4

8

砂

細礫 0

極粗粒砂 I 1

粗粒砂 2
I 3

中粒砂 1 2 1 2 14

細粒砂 14 5 2 1 3 1 2

極細粒砂 7 2 6 1 1 17

粗粒シル ト 11 2

中粒 シル ト l 1

基質

了し隙

9

砂

糸日専整 0

極粗粒砂 0

粗粒砂 I I

中粒砂 2 1 1 4

細粒砂 I 1 7 t 1 3 1 2 1

極細粒砂 l 1 6 1 1

粗粒 シル ト 4 1

中粒シル ト 2 2

基質

孔隙

砂

糸日種驚 0

極粗粒砂 0

粗粒砂 1 2 3

中粒砂 3 1 〕 5

細粒砂 1 1 ユ 1 1 l

極細粒砂 3 2 1 1

粗粒シル ト 3

中粒シルト 2 2

基質

孔隙

砂

細礫 0

極粗粒砂 1 1 2

粗粒砂 l I 3 3 2 1 l

中粒砂 3 3 5 2 I I 1 1

細粒砂 2 4 1 l 5

極細粒砂 3 1 7 2

粗粒シルト 17 2 5 !

中粒 シル ト 2 2

基質 802
子L隙 5

砂

細礫 0

極粗粒砂 0

粗粒砂 0

中粒砂 1 1 l 3

細粒砂 4 2 I 7

極細粒砂 3 2 1 3 9

粗粒シルト 4 I 2 I I 9

中粒シル ト 1 〕

基質

孔 除
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Tab4 2.4 薄片観察結果 (3)

試
料
血

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

合計

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜

長
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ

ャ
ー

ト

頁
岩

凝

灰
岩

流
紋
岩

・デ

イ
サ
イ
ト

安
山
岩

多
結
晶
石
英

花
南
岩
類

珪
長
岩

ホ
ル
ン
フ
エ
ル
ス

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ

ラ

ス

粘
土
塊

植
物
片

砂

細礫 0

極粗粒砂 1 I

粗粒 砂 2 1 1 I 3 1 9

中粒砂 8 I 5 3 2 9

細粒砂 2 1 I 4

極細粒 砂 7 | 5 3

粗粒シルト 5 6

中粒シルト 0

基質 292

孔隙 8

対

照

試

料

砂

細礫 0

極粗粒砂 0

粗粒砂 1 1 2

中粒砂 0

細粒砂 l 1

極細粒砂 0

粗粒シルト 2 I 1 4

中粒シル ト ユ 1

基質 942

孔 隙

1)化学組成中で最も主要な元素 (Ы02A1203)

2)粘土の母材を考える上で長石類 (主にカリ長石、斜長石)

の種類構成は重要である。このことから、指標として

長石類の主要元素であるCaO、 Na20ヽ K20の 3者を選

択し、長石全体におけるアルカリ長石およびカリ長石

の割合を定性的に見る。実際には、長石類全体にお

けるアルカリ長石の割合 (Na20+K20)/(CaO tt Na20+

K20)を横軸とし、アルカリ長石におけるカリ長石の割

合 K20/(Na20 tt K20)を 縦軸とする。

3)輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要な

元素。この場合、指標としてこれらの有色鉱物の主要

な元素のうち、Ti02ヽ Fe203ヽ M80を選択し、Fe203を

分母としたT102ヽ M80の割合を見る。

4)各微量元素を選択する。組み合わせは、Rb Srと Zr Ba

とする。

図6に示した各図を概観すると、いずれの図においても

試料No 9が、他の試料から大きく離れる位置にプロットさ

れる。この違いは、薄片観察結果を参照すると、主に斜長

石が多量に含まれていることに起囚すると考えられる。試

料No 9以外の試料については、明瞭なグループ分けをする

ことはできない。すなわち、試料No 9以外の試料の化学組

2 古代および中世土師器の胎土分析

成は類似しているということができる。

4.考察

(1)胎上の地質学的背景とその地域性

試料に供された古代および中世の土師器 13点は全体的

に岩石片の計数量が少なかった。このような場合、ある岩

石片が計数されなかったことについては、その個体の胎土

全体を想定した場合に、全く含まれないのではなく、含有

量が少 /d‐ いために計数されなかったということが考えられ

る。 したがって、現時点では、岩石片の組成を評価する

場合に含まれないことは分類基準としない。その観点から

みれば、今回の試料となった中世土師器皿には、チャー ト

と多結晶石英のほかに、頁岩、凝灰岩、流紋岩・デイサイ

トおよび花南岩類が認められたことから、岩石片の組成と

しては、中世の土師器皿と古代の上師器試料とはほぼ同様

の組成であるとみてよい。岩石片の組成が同様であること

は、古代の上師器も中世土師器皿も、岩石片の由来する地

質学的背景が同一であることを示唆している。ここでいう

地質学的背景とは、上述したチャー ト、頁岩、凝灰岩、流

紋岩・デイサイ トおよび花蘭岩類それに古代土師器では計

数されている安山岩を加えた各地質の分布を背後に有する
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Fig4.21 各粒度階における鉱物・岩石出呪頻度 (%)および粒径組成 (1)
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Fig4 2 2 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度 (%)
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ということになる。

徳万頼成遺跡は、庄川右岸に位置することから、庄川

水系の背後の地質について、富山県 (1992)や 山田ほか

(1989)、 鹿野ほか (1999)、 日本の地質「中部地方 Ⅱ」編

集委員会 (1988)な どにより概観してみる。庄川扇状地背

後の山地は、新第二紀の砂岩・泥岩や安山岩―デイサイ ト

42
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質の火砕岩や溶岩から構成されており、その上流側には中

生代ジュラ紀に貫入した船津花南岩類が分布し、さらに上

流域には古第二紀の流紋岩溶岩・火砕岩からなる太美山層

群、同じく古第三紀に買入した白川花南岩類、そして中生

代白亜紀後期の流紋岩・デイサイ ト質の火砕岩からなる

濃飛流紋岩が広 く分布する。また、その周縁には白山火
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Fig4.2.3 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度 (%)および粒径組成 (3)
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Fig4.2.4 砕屑物・基質・孔除間の割合

山に由来する第四紀の安山岩質の噴出物が分布する。最上

流域には中生代白亜紀の砂岩・泥岩・礫岩からなる手取層

群が分布し、水源域には鷲ケ岳を構成する第四紀の安山岩

類が分布する。ここまでの記載により、今回の試料に認め

られた岩石片のうち、チャー ト以外の岩石片はいずれも庄

川流域に分布する地質の中に認められる。チャー トは、堆

積岩の中の礫岩を構成する礫種の中に認められることがあ

るが、庄川上流域に分布する手取層群の礫岩の構成礫種の

中にチャー トの記載は認められ/3‐ い。今回の試料は、古代

の土師器も中世土師器もほぼ全点にチャー トが含まれてお

り、その量比も他の岩石に比べて少なくはない。このこと

2 古代および中世土師器の胎上分析

から、今回の試料となった土器の胎土は、庄川の堆積物に

は由来しない可能性がある。

チャー トを含む地質学的背景を周辺地域でみるならば、

東側の神通川流域をあげることができる。神通川流域の地

質分布も上述した庄川のそれとほぼ同様であるが、神通川

の最上流域の宮川上流域には美濃帯と呼ばれる中生代ジュ

ラ紀の堆積岩類からなる地質が分布し、その中の主要構成

種としてチャー トが分布している。したがって、今回の試

料から推定される地質学的背景は、庄川流域ではなく、射

水丘陵を隔てた神通川流域ということができる。

なお、射水丘陵東部および境野新扇状地に立地する開ケ

丘ヤシキダ遺跡や向野池遺跡等で行われた平安時代の上師

器の胎上分析調査 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,2003)では、

いずれの試料からもチャー トの岩石片が認められている。

また、高岡市に所在する岩坪岡田島遺跡および手洗野赤浦

遺跡から出土した中世の上師器皿の胎土についても薄片観

察が行われている (パ リノ・サーヴェイ株式会社,2007)。 両

遺跡ともに小矢部川下流域左岸の沖積低地上に立地し、北

西側背後には西山丘陵の南東縁が迫っている。両遺跡の地

質学的背景としては、小矢部川流域と西山丘陵および庄川

も含まれるとして考え、基本的には出土した土師器皿の胎

土は両遺跡の立地する地質学的背景に由来するとした。す

なわち、岩石片では西山丘陵や小矢部川流域に分布する新

第二紀の地質に由来する凝灰岩や安山岩および前述した庄

川流域に由来する花南岩類が含まれていた。また、手洗野

Tab4 2 5 蛍光X線分析結果 (化学組成)(1)

主要元素

舗
∽

Ｐ２。５
∽

Ｋ２。
∽

０

＞

Ｎａ２
磁

ａＯ
の

０
＞

Ｍｇ
磁

０
＞

Ｍｎ
儀

岬
∽

ｉ０２
の

Ｔ

′く

Ｓ‐０２
∽

〔g l oss

(%)

A1203

(%)

試料No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

6456

6625

6755
6181

6460

6859
6560

7086
5407

6609

7049
6323

7000

094
101

109

109

108

108

121

102

128

112

082
109

091

1860

2004

1690

1927

1765

1584

1906

1582

2194

1754

1611

1909

1455

232

247

237

394

305

189

268
290

774

293
187

303
213

001

003

001

001

001

001

001

001

004
001

nd

001

001

038
040

040

043
044

044

025
033

138

022
016

024
023

118

063

057

038
053

062

051

062
191

065

050
048

070

10000

10000

10000

10000

10000

10000

10000

10000

10000

10000

10000

10000

10000

８ ８９

５ ９。

８ ３２

‐０ ４９

９ ８。

８ ９９

留

５ ５８

７ ５‐

踏

７ ６３

９ ９２

８ ７９

０ ６

‐ ０

０ ２

０ １

０ ２

０ １

０ １

０ 。

０ ‐

０ ４

０ ３

０ ４

０ ６

３。

６６

０５

７４

８５

８８

０８

０５

‐２

９６

８０

８５

８７

０ ２０

０ ５３

０ ４５

０ ６７

０ ７８

０ ５０

０ ５９

０ ７５

２ ８６

０ ５７

０ ２８

０ ６３

０ ２‐

註)nd;不 検出

43



第4章 理化学的分析の成果

Tab4.2.6 蛍光X線分析結果 (化学組成)(2) 赤浦遺跡の試料ではチャー トは認められなかったが、岩坪

岡田島遺跡の試料にはチャー トの岩石片を含む試料が多く

認められた。報告ではチャー トの由来を、西山丘陵を構成

する新第二紀の堆積岩類中の礫に由来する可能性があると

したが、自然堆積物での確認を課題の一つとしている。

これらの状況から、徳万頼成遺跡出土の土師器について

は、古代も中世も射水丘陵を越えてきた可能性があるか否

か、さらには岩坪岡田島遺跡における中世土師器皿も含

めて、庄川流域や小矢部川流域における土師器胎土中の

チャー トの由来の検討が課題の一つと言える。今後は、周

辺域の当該期の土師器の分析例の蓄積とともに、庄川、神
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通川および小矢部川の各水系における各地の自然堆積物の

分析例も含めて比較検討することができれば、その生産地

域をより明確にしていくことができると考えられる。

ところで、古代の上師器皿 (試料No 9)に ついては、鉱物

片の組成と化学組成において他の試料と異なる特徴が認め

られたが、岩石片の組成は他の古代土師器試料とほぼ同様

であることから、地域的には他の試料と同様に神通川流域

の可能性もあると考えて良い。なお、石英の方が物理的お

よび化学的にも風化に対して強いことを考慮すると、斜長

石が石英に比べてはるかに多いという組成の砂は、河川砂

などではなく、斜長石を多く含む地質、例えば凝灰岩や流

紋岩・デイサイ トあるいは安山岩などの周縁に堆積した堆

積物に由来する可能性がある。

(2)古代土師器と中世土師器の胎上の差異について

今回の試料では、粒径組成と砕屑物の量比において、古

代および中世土師器間で異なる傾向が看取された。粒径組

成では、古代土師器には試料配 1と 試料No 2の ように粗粒

砂の割合が比較的高い試料が含まれるのに対して、中世土

師器ではいずれも粗粒砂の割合は極めて低く、極細粒砂や

粗粒シル トの割合の高い試料が多いことが指摘される。砕

屑物の割合では、古代土師器のうち釜の試料 3点はいずれ

も15%以上の高い割合を示 したが、中世土師器において

15%以上を示す試料は試料No 8と 試料陥 13の 2点のみで

あった。なお、砕屑物の割合では、中世土師器の中でも異

なる傾向が見出され、上述 した2点 (No 8,13)に砕屑物の

割合 10%に 達している試料No 6と 試料血 10を加えるとい

ずれも 15世紀の試料となり、14世紀および 16世紀の試

料に比べて 15世紀の試料は、砕屑物の割合が高いという

特徴が認められる。

前述したパリノ・サーヴェイ株式会社 (2003)の平安時

代の土師器の胎土分析結果では、粒径組成に明瞭な傾向は

把握できないが、砕屑物の割合は今回の試料とほぼ同様の

15～ 20%の間を示す。今回の結果 と合わせて考えれば、

古代土師器に比べて中世土師器は、砕屑物の割合がさらに

少量となった可能性がある。なお、今回の分析では、古代

土師器の皿 (試料No 9)は、中世土師器と同程度の砕屑物の

割合であった。このことは、砕屑物の量比が、釜と皿とい

う器種の違いにも起因している可能性がある。

2 古代および中世土師器の胎上分析
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第4章 理化学的分析の成果

Fig4.2.6 月台土薄サキ (1)

1試料No l(掲載No9 TTR 19 H4グ リッドSX92土師器釜 古代)

2試料No2(掲 載No26 TTR 19 SX120土師器 釜 8～ 9世紀)

3試料No6(掲 載No48 TTR 20 G5グ リッド41層 中世土師器 皿 15世紀)

Qz:石英.Kaカ リ長石.PI:斜 長石.Ho:角 閃石.Ti凝灰岩 P Qz:多結晶石英 .

Gr:花 南岩,Vg:火 山ガラス.

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

05mm
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2 古代および中世土師器の胎上分析

Fig4.27 胎土薄サ十 (2)

4試料No8(掲 載No60 TTに 19F4グリッドH層 中世土師器 皿 15世紀)

6試料hH(掲載No2 TTR 21 H4グ リッドⅣ層 土師器 釜 8～ 9世紀 ?)

Qz:石英 Kaカ リ長石.Pl:斜 長石.Bi:黒 雲母,Che:チャート Ry:流紋岩 .

V8:火 山ガラス

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

5試料No9(掲 載hlo61 TTR 19 E6グ リッドH層 土師器 皿 世紀)
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第4章 理化学的分析の成果

Fig4.28  月台ヨLチ)析号武米斗

卜

試料No l 土師器釜

試料lNo2 土師器釜

試料No3 中世土師器皿

試料No4 中世土師器皿

試料No5 中世土師器皿

試料No6 中世土師器皿

試料No7 中世土師器皿

餞

試料No8 中世土師器皿

試料hlo9 土師器皿

試料No 10 中世土師器皿

|1試料No H 土師器釜

:轟

J

試料No 1 2 中世土師器皿

試料hlo 1 3 中世土師器皿
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第 5章 総  括

第 5章 括総

本遺跡の本発掘調査によって得られた情報を簡単に整理し、総括としたい。歴史的環境の項

でも触れているが、本遺跡の立地する砺波市般若地区は、古代の東大寺領荘園である伊加流伎

(伊カロ留岐村)。 井山村の比定地であり、中世には徳大寺家領般若野荘の荘域となる空間である

ことを念頭に置き、記述を進めたい。

(1)遺構 と遺物、自然科学分析の年代について

今回の発掘では面積が狭小なことも手伝って、遺物・遺構ともに僅少だつた。遺物はすべて

包含層から出土したものである。時期は、近世以降を除くと大きく2時期ある。ひとつは、①

8世紀から9世紀の範囲、他方は② ll世紀から 15世紀とやや広いが概ね中世に属する。①

の遺物は土師器の長胴釜の口縁部片である。当該期の遺物は 19年度調査区
iで

は須恵器が卓 土師器長胴釜

越していたので、やや様相を異にする。

続いて②の中世について触れたい。中世土師器は 14～ 16世紀、白磁は

11世紀後半から 12世紀前半、珠洲は 14世紀、にそれぞれ帰属年代を与え

た。中世土師器は消耗品という性格上、生産・廃棄の時間幅は少ないが自磁・

珠洲に関しては伝世を加味して取 り扱わねばならない。19年度調査区にお

いても中世土師器の年代は 13世紀末の 1点があるがほぼ同時期である。珠

洲は吉岡編年V期・以降である。

遺構では、炭化物が集積した遺構 SX03と ピット1基 (SP09 01)が検出さ

れた。いずれも取るに足らない遺構だが、自然科学分析で興味深い知見を得

た。まず、SX03の炭化材 (カエデ)からは、放射性炭素年代測定により「7

世紀中～ 8世紀中頃および 7世紀末～ 9世紀中頃」という年代が得られた。

この年代は①の遺物年代とも整合 し、19年度調査区の古代遺物の年代幅に

きも1 661灰議とみi抗ヽ

志a1661議益�積テ|

も収まる。また、古環境の考察では「炭化材は、近傍に生育 した樹

木を利用した、あるいは、その場に生育した樹木が燃焼した」 と推

淑1している。

そして、SP09 01の 覆土の植物珪酸体分析では、「栽培種のイネ属」

やタケ亜科やススキ属、イチゴツナギ亜科等が検出された。注目し

たいのが「栽培種のイネ属」である。花粉や植物珪酸体、炭化 した

イネの穎 (果)が検出された。この分析結果に関連して、以前に砺波

平野全体で行われたプラント・オパール分析
�
を見てみたい。今回

の調査地にもっとも近い「第 4地点 (安川)」 の分析では深度 74～

93cmま での試料で稲作の開始を確認 した。その後、上位の層準に

なるに従いプラント・オパールの検出量が増加し、稲作が普及 した

第 4地点 (安 川 2)

第 4地点 (安川 2)

プラント'オパールの分析結果

(外山 1997よ り転載)

層

灰低ほ相け賃ンルト
30

35

40

44

51

68

74

78

84

93

99

106

116

181

156

170

2al ① OI暗賂LM頻 /1Vト

2bl ② OI飯 伍曽頻
"ト

3al ⑥ OI撤色む

“

け質劾ト

4al ⑤ OI脈色/1b卜    ●

5al ⑥ OI晴施71Vト

5bl ⑦ OI廂色・71V漕日助

5c l  ⑧ C)1 費用輻けヽ中ウ

5d l ⑤ ()1貴灰色むBり質シルト

6b l ⑪ OI青 馳 孵

6c l  ② C)1 青灰也ンルト〈ラミナー幅少)

6dl ⑬ OI故色効順糀

7al④⑮Ol駅色功,M称土 ●

7bl ⑮ Olttk籠日け賢功ト

と外山秀一氏は分析している。

基本層序の縄文層について触れたい。

Fig.5,1,1

基本層序 XⅡ 層の放射性炭

層名 mIB 晰 カント・I「l― 土地条件 地形環境
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素年代測定では、約 3,000～ 3,200年 前 (cttBC l,190-calBC l,012)と いう年代値を得た。19年

度調査区の同位の層序では、約 2,900年前 (c』 BC973 c』 BC850)である。地点は異なるが同じ

扇状地上にある久泉遺跡の 5層の年代観は、約 5,800～ 6,200年前、約 2,000年前である'。

この 3地点の縄文層の特徴は、地山シル ト層の直上にあり、厚 く黒色化している点である。以

縄文前期以降 上の結果から、少なくとも縄文時代前期以降に扇状地が安定化し、腐植土の発達する堆積環境

に変化したことが読み取れる。

(2)歴 史地理的評価 につ いて

遺構。遺物が示す年代値 (① 8世紀～9世紀、② ll世紀～ 15世紀)はそれぞれ、①奈良。平安時代、

②中世である。調査地は奈良・平安時代は東大寺領荘園の比定地、中世には徳大寺家領般若野

荘の一部となる。今回の調査では荘園に直接関係する資料は発見できなかったが、自然科学分

析から示唆的な結果が得られた。

栽培されたイネ  sPo9 olか らは「栽培されたイネ属」が見つかった。このピットは基本層序や遺物の年代

観から、少なくとも8世紀に下限を設けることができる。SP09 01か らは遺物の伴出がない

ので遺構単独での年代の推測は難 しいが、ひとつ手がかりがある。覆上の花粉化石群集が 19

年度調査区の SD07 19と 類似するのである。この溝遺構は道路遺構の側溝で、須恵器が出土

しており、中世に先行し古代に帰属する可能性がある。年代の決め手にはならないが、「古代

稲作の開始期 以降」という年代観の傍証となりうる。荘園に直結できないが、古代以降に稲作が行われてい

た可能性を示すものとして、分析結果を積極的に評価したい。

次に中世、いわゆる般若野荘の時代について考えたい。14～ 15世紀の遺物が多いが、こ

れは 14世紀中頃に行われたとされる下地中分以降の時期に相当する。中世遺物の出現傾向は

領家と地頭 久泉遺跡とは逆である
V。

この現象は領家方の知行力低下と地頭方の勢力の台頭に起因するも

のであろうか。さらに資料を蓄積して再考する必要がある。

今回の調査地は、非常に遺構が希薄だった。これはひとつは固場整備によって遺構面が削平

された可能性が指摘できる。19年度調査地では遺物包含層を含め、中世の遺構面がかなり破

壊を受けていたからである。ただし、可能性としては元々遺構が少なかったことも念頭に置い

未 開 地 てぉかねばなるまい。東大寺の荘園開田地図には未開地の表現があり、調査地がそのような場

所に相当する可能性が考えられる。また、県道新湊庄川線は南北に走る河岸段丘に沿って作ら

れた道路だと地元から聞いた。県道の東側は低位段丘となり、かつては西側よリー段高かった

そうである。そうした地形的な違いも遺構の多寡に影響を及ぼしていると考えられる。周辺の

調査を蓄積し、今回の調査地の評価を見極める必要があるう。 (野原大輔)

i 下濱聡・野原大輔 2009「 3 出土した遺物」『徳万頼成遺跡発掘調査報告 I』

砺波市教育委員会,P42
吉岡康暢 1994「第一節 消費資料の型式分類と編年」『中世須恵器の研究』

外山秀- 1997「プラント・オパールからみた砺波平野の土地利用と黒土層の特性」

『砺波散村地域研究所研究紀要』第 14号

ivパ リノ・サーヴェイ株式会社 2007「 1 自然科学分析」『久泉遺跡発掘調査報告Ⅲ』

砺波市教育委員会,P200
v 野原大輔 2004「第 2節 徳大寺家領般若野荘荘域における久泉遺跡の位置J

『久泉遺跡発掘調査報告 I』 砺波市教育委員会,P33
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PL.1 空中写真 (1)
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PL.2 空中写真 (2)

I ●

¬「 ト

▼

犠 時亀マ

ブ

・等

　

一

／

＼

■
ｆ
一Ｆ
ｌ
イ
ー

ユ
■
帯
ユ
ふ
ト



PL.3 空中写真 (3)

調査区全体 (北から)

:Ⅲ馬 藝―`
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調査区全体 (東 から)



PL.4 SX09-03

1.SX09-03 完掘 東から

2.SX09-03 断面 Jとから

3.SX09-03 検出 東から
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PL.6 出土遺物
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

徳万頼成遺跡

散布地 奈良時代 不明遺構 土師器

集落
鎌倉時代、南北朝時

代、室町時代
ピット 中世土師器、珠洲、白磁

集落 近世～近代 近世近代磁器、木杭

調査の要約

調査地は、奈良時代には東大寺領荘園 (伊加流伎・井山村)の推定地であり、平安時代末期に荘園が経営難に陥

ると鎌倉時代初期には徳大寺家が領主となり、般若野荘が成立する場所である。これまで般若野荘の荘域におい

て秋元窪田島遺跡や久泉遺跡で発掘調査が行なわれたが、当該期の明確な集落跡が検出されたのは初めてである。

今回の調査結果は、過年度調査より遺構密度がかなり低いか、本調査区でも過年度の調査と同じ時期の古代、中

世の遺物が見られるため、般若野荘とは関連があるように思われる。中世の荘園については絵図などに多く見ら

れるように未耕地や荒地の表示が散見出来る。本調査も荘園内でも荒地のように人間があまり手を加えなかった

部分とも推測でき、荘園集落の様相を追認するものであり、当時の景観復元の一助となるものと考えられる。
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